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はじめに

1 9 9 4年秋、関西国際空港が開港し、 19 9 5年 11月に

は、アジア太平洋経済協力会議・大阪 (APECOSAKA)か成功裡

に閉幕し、関西が新しい時代の幕開けを告げた 。 グローバル化

時代に関西が直接世界と向き合うことは測り知れない大きな意

義がある 。一方、昨年 1月に阪神間を襲った大震災は関西に巨

大な爪痕と同時に数多くの教訓を残した 。

我々は新しい時代の到来と、かけがえのない経験のなかで、

今こそ、 21世紀に向けての新しい関西像の実現のために動き

出さなければならない。

来るべき新世紀は、世界の諸都市、地域が主役となってそれ

ぞれの産業・文化 • 生活などの各分野にわたって独自の魅力、

活力を打ち出しなから、互いに競い合い結びつき合う都市・地

域の大競争時代が到来するものと予測される 。

このような時代に多様なボテンシャルを持つ関西の諸都市が、

世界や日本のなかにあってどのような将来像を描くべきかが、

関西の産・官・学・市民にとって将に戦略的課題といえよう 。

関西経済同友会としても、これらの諸機関と共に知恵と汗を

出し、連携を図りながら主体的にとり組む決意をもって提言を

とりまとめた 。

関西に生活し、訪れる人々にとって、魅力と活力にあふれる

2 0 1 0年の新しい関西づくりを目指して、関係諸機関のご理

解とご協力を切に願うところである 。





一且次一

はじめに

要杓 ー

全体の流れ 12 

1. 2 0 1 0年を考える 13 

2. 2 01 0年の待代麟 17 

3. 2 0 1 0年の関西像 18 
(1)関西のノくワー・ポテンシャル ............................................................................ … 18 

( 2 ) 望ま しLヽ 都市の姿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:.......,,...................................,............................................................・・ 21 

(3) 2010年の関西像 ・・・.....................................................................................................................................,..・・ 23

4. 「魅力人間薔市」 実現に向けての具体案 24 
(1)基本的な考え方 ・・・· ····· ··········· •··· ··············· ..・・・・・・・・・・・.. ···• ········· ····· ·"··.. . ... ..... .... .. .................... ........ .......... ... ................. 24 

( 2) 具体案 ·•·········•···················································· ·· ·•····································•···· · ···· •• ·・・·••••·······••············ · ······ · · · · · · ············ ·・・・・ 26 

①「創る」の具体案 「エンターテイメント・バレー」

②「育くむ」の具体案「アジア留学生 10万人計画」 「アジア観光大学」

「エンターテイメントビジネス学科の設置要望」

「マイスターハウス」 「ホスピランティア倶楽部」
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10」 「アジア歴史街道」 「アジア生活文化研究所」
(3)プロデューサーシステムの推進にあたって

① 「関西プロデュース・ボード」

②モデル地区での推進

③タスクチームによる推進

④計画中のプロジェクト・イベントを活かした推進

⑤行政との連携
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～アジアの「光」輝く都市連合 •KANSAI を目指して～

2 0 1 0年の関西ビジョン

「魅力人間都市」

《要杓》

1 9 9 4年秋、関西国際空港が開港し、 19 9 5年 11月には、アジ

ア太平洋経済協力会議・大阪 (APECOSAKA)が成功裡に閉幕し、関西が

新しい時代の幕開けを告げた。グローバル化時代に関西か直接世界と向

き合うことは測り知れない大きな意義がある 。一方、昨年 1月に阪神間

を襲った大震災は関西に巨大な爪痕と同時に数多くの教訓を残した。

我々は新しい時代の到来と、かけがえのない経験のなかで、今こそ、

2 1世紀に向けての新しい関西像の 実現のために動き出さなければなら

なし‘°

来るべき新世紀は、世界の諸都市、地域が主役となってそれぞれの産

業 ・文化・生活などの各分野にわたって独自の魅力、活力を打ち出しな

がら、互いに競い合い結びつき合う都市・地域の大競争時代が到来する

ものと予測される 。

このような時代に多様なポテンシャルを持つ関西の諸都市が、世界や

日本のなかにあってどのような将来像を描くべきかが、関西の産・官・

学・市民にとって将に戦略的課題といえよう 。

当委員会では 20 1 0年を目標年次とした実現性のある夢を描こうと

試みた 。 20 0 0年では後 4~ 5年しかなく、また、 20 2 0~3 0年

では予測の限度を越える 。ある程度現実的で、ある程度未来志向的に考

えることができる 20 1 0年をこれからの望ましい関西像を考える目標

年次に選んだ。

- 1 -



全体の流れ

1. 2 0 1 0年を考える

自由時問革命 高齢・少子と人口爆発の2極化

大移動の時代

環境と人間の幸せを

考えるサイエンス

地域連合

関西のポテンシャル

•関西国際空港の効果
•プロジェクト・
イベントの活用
●幅広い産業技術基盤

•歴史・文化・
観光資源の活用

2. 2 0 1 0年の時代認識

情報力を武器とした

グロー／＼` ｝レ・共生・ネットワークの時代

文明の磁力

3. 2 0 1 0年の関西像

アジアの「光」輝く都市連合 •KANSAI

魅力人間都市

4.実現に向けての具体案
一亡二玉ー

裾野

CM産業の育

• アジア観光大学
（高等研究センター）

•エ ンターテイメント
ビジネス学科の設置要望

• マイスターハウス

• ホスピランティア倶楽部

プロデューサーシステムの推進にあたって

• グリーン ト ラスト 1 0

• アジア歴史街道
• アジア生活文化研究所

• 「関西プロデュース・ボー ド」
•モデル地区での推進
• タスクチームによ る推進
• 計画中のプロジ ェ クト・イベントを活かした推進
• 行政との連携

• 2 0 1 0年までのプログラム

- 2-

高度情報社会

自立 ・共創社会

望ましい都市の姿

•安全•安心の都市
•開かれた都市
•相互依存
ネットワーク都市



1. 2 0 1 0年を考える

■キーワー ドマップ

こ
自白時間革命

高餘・少子と

人口爆発の2極化

口文朗〇磁力

［ 高度情報社会

環境と人間の幸せを

考えるサイエンス

自立・共創社会

地域連合 ） 

これらのキ..... ヮ....ドをべ•ースとして、 2010年の関西像を導きだして
·.·.·.•.•.•.·.·.·.·.•.·.•.·.·.·.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.•.•.•.·.•.·.•.•.·.·.·.·.·.·.....-.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.·.•.·.·.·.·.•.·.·.·.•.·.·.·.•.•.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. 

いくためには、関西の固有の魅力＃文明の磁力が必要であリ、関西にとっ
て何を磁力としていくかを十分考えていかねばならない。
............................................................................................................................................................................................... •· ··•••·••••• ··• •·•··••·····•·•·••·••·••••••••••····•• ·••·•••··•••••·••••••••••• ·•••••••··••··•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

都市の魅力を求めて人々 が移動する流動性の高まる時代にあって、都市
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

なリ、地域なリが優位性を保つためには、：経済・産業・・技術の先進性ばか
忍災：餐忍虔::・:・.・. ・. ・. •. ・. •. ・. ・. •. ・. •. •. •. •. •. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. •. •. ・. ・ •. ・. •. ・. •. •. ・. •. ・. ・. •. •. •. ・. •. •. •. ・. •. •. •. •. ・. ・. ・. ・. ・. •... •. ・. ・. ・. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. ・. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. ・. ・. •. •. •. •. •. ・. ・. ・. ・. •. •. •. ・. ・. ・. •. •. •. •. •. •. •. •. •. ・. •. ・. •. •. ・. ・. •. ・. •. ・. ・. •. ・. •. •. •. •. •. ・. ・. ・. •. ・. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. •. ・. •. ・. ・. ・. ・. •. ・. ・. •. •. ・. ・. ・. •. •. ・. •. •. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. ・. •. ・. ・. ・ 

りではなく．、トータルな魅力が必要であリ、心から尊敬される要素がなけ
·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.· .· .·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. ·. ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.w.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.•.•.•.• ······· ······ ···•··••·······••·· ····•··•••••••·· ·•··•• ··•··· ······•··•··•·•·••·•·······•·····•••••••· 

れば優位性を保てない時代となる．o.•.·.·.·.·.·.· .·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.....-.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.•.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.•.•.•.•.·.·.•.•.•.•.•.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.•.·.•.•.·.·.•.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.·.•.·.·.·.·.·.· 羽：： ：盗：：．： •.•. •. •. •. ・. •. ・. •. •........:·:·: • : • :・ :・. ・. ・. •. ・. ・. •. ・. ・. •. ・. ・. •. •. ・. •. ・. •. •. ・. •. •. •. •. ・. •. ・. •. •. ・. ・. ・. •. ・. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. ・. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. • 

日本及び関西パッシングの可能性さえある状況のなかで、：定住人口重視
型から交流人口重視型へのシフトを指摘されている時代に、関西が活力あ
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る都市であリ続けるためには、多くの人々 を魅了する都市の総合的な魅力
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：＝文明の磁力を強めることが何よ：りも蓋要である。
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2, 2010年の時代認目

「20 1 0年」をどのように捉えるのか。 その時代認識が 20 1 0年の関西を

方向づけるうえで重要な意味を持つ。 20 1 0年はまず人間ありき、の時代とい

える 。 GNPから GNH(Gross National Happiness) 

へ人間中心に考える時代となる 。この考え方をベースに、前章で取り上げた 7つ

のキーワードから、 20 1 0年の時代認識を以下のように捉えた。

情報力を武器とした

グローバ｝V,共生，ネットワーク0待代

3. 2 0 1 0年0関西像

(1) 関西のパワー・ポテンシャル

パワー・ポテンシャルについては、大きく 2つの考え方がある 。ひとつは、現

在関西が持っているパワー・ポテンシャルを伸ばしていく考え方。もうひとつは、

選択的・戦略的に育て伸ばしていく考え方の 2つである 。 この 2つの考え方を念

頭において、関西のパワー・ポテンシャルを 4つの視点で整理した。

口関西国際空港の効果

□プロジェクト・イベントの活用
口幅広い産業技術基盤

口歴史・文化・観光資源の活用

(2) 望ましい都市の姿

2 1世紀の都市の基本要素（ ＝分母的要素）は何かを検討し、 21世紀の望ま

しい都市の姿として以下の 3つの考え方で整理した。

口安全•安心の都市

口開かれた都市

口相互依存ネットワーク都市
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(3)2010年の関西像ー関西のありたい姿

2 0 1 0年、関西が目指すべき姿は何か。これまでに検討してきた 20 1 0年

の時代認識、関西のパワーとポテンシャル、そして望ましい都市の姿をもとに、

2 0 1 0年の目指すべき関西像を検討した。

変化の時代を読み切ることは難しい。言い換えれば変化が激しく不透明な時代

ほど人々の 「こうしたい」 という意思、志しが問われる 。以下にまさに関西人が

2 0 1 0年はかくありたいと望む関西像を描いてみた 。

アジアの「光」輝く都市連合 •KANSAI

魅力人間都市

2 1世紀がアジアの時代であることは世界の共通認識であるといっていい。関

西は歴史的、地勢的にアジアと強いつながりを持ち文化的、経済的にも深い関係

を保 ってきた 。 しか し、 21世紀に おけるア ジアとの関係はこれまでのような経

済や科学技術の先進性に依拠したものでなく、お互いが多様な 価値を認め合いつ

つ 「共に」発展していくという姿勢が重要となる 。その中で、 KANSAIか ら

の光 ー関西の魅力がアジアの人々をマグネットのように引き付け、心から尊敬さ

れる都市として認められるようになることを目指さなければならない。

魅力ある都市をつくるのは何よりも魅力ある人間の存在である 。

先に 21世紀は情報を制するものが時代を制すると述べた。情報には様々な側

面があるが、情報とは即ち人であり、人に固有に附属するものである 。多彩、多

様な人々 ー 「魅力人間」が集う都市こそが情報都市であり、魅力都市となる 。

そして様々な魅カ一様々な情報を持った人々を求めてまた更に多様な人々が集

う魅力ある「人間都市」が誕生する 。多くの人が住んでみたい、訪れたいと思う

人間の魅力輝く都市こそが多くの人々の尊敬に値し、新しい関西の文明の磁力と

なって光輝くことができる。

関西が 「魅力人間都市」 となることを 21世紀の共通の志しとして掲げ、魅力

人間都市実現のための戦略的、 具体的な推進に向けてスタートすることを提案す

る。
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4. 「魅力人間都市」実現に向けての具体案

2 0 1 0年の関西像「魅力人間都市」の実現を目指して、具体的に以下のよう

な案を提案したい。

この章ではまず最初に、具体案を考えるうえでの基本的な考え方を三つの分野

に整理して示したうえで、次にそれぞれの具体案を述べる。そして最後に、これ

らの案を推進して行くための体制について提案する 。

(1) 基本的な考え方

「魅力人間都市」の実現に向けての具体案を整理すると、① 20 1 0年の産業

育成・振興を図るための「創る」、②人材の育成や広い意味での教育を行なう

「育くむ」、③市民や企業が跨りを持って生きて行くことのできる「生きる」の

三つの分野が大きなテーマになる 。

活力ある都市の源は、常に新しい産業を育成、振輿していくことにある 。新し

い産業の育成・振興は、既存の産業群の活性化にも結び付きその相乗効果により

一層大きな活力をもたらす。 しかし社会経済システムや人々の価値観の激しい変

化はこれまでの 20世紀型の産業とは異なった、エンターテイメント・ビジネス

をはじめとする新しいビジネス群を生み出す。激しい変化に対応できる既成概念

にとらわれない柔軟な心と先見性が要求される 。

単なる 「創る 」産業振興一本やりではなく、これまで我が国が蓄積してきた技

術やノウハウ、資金をアジアのために活用する 「育てる 」心と、誇りを持って生

きることができ、共に豊かな暮らしを実現するための 「生きる 」心が下支えし、

この 三つの心がお互いにリンクしながら新しい都市の魅力を生み出して行かなけ

ればならない。そして、それらを束ねる要としてのプロデューサーの存在が不可

欠である。
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(2) 具体案

① 「創る」の具体案

①-1.エンターテイメント・バレー

②「育くむ」の具体案

②-1. アジア留学生 10万人計画

②-2．アジア観光大学（高等研究センター）

②-3．エンターテイメントビジネス学科の設置要望

②-4. マイスターハウス

②-5. ホスピランティア倶楽部

③ 「生きる」の具体案

③-1．関西インテリジェンス・ポート

③-2. グリーントラスト 10 

③-3. アジア歴史街道

③-4. アジア生活文化研究所
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(3) プロデューサーシステムの推進にあたって

これまでに述べた 「創る 」 「育くむ」 「生きる 」の三つの機能を融合させ、そ

れらを具体的に展開していくコアとしてのプロデューサーの重要性について提案

したい。関西には多様な都市があり、多様な基盤（行政、企業、市民など）があ

り、多様なプランが交錯する中で、これらをフラットなネットワークとして十分

に機能させ得るオーガーナイザーあるいはデザイナーとしての役割を果たす「プ

ロデューサーシステム」が必須条件となる 。

これまで関西には多くの優れた集積とポテンシャルがありながら、十分な力が

発揮できなかったのもこうした存在が欠けていたからと言える 。いい提案を出し

た人間に任せる、という位の大乗的なサポートシステムが必要となってこよう 。

こうしたプロデューサーの活躍の場 一環境づくりと発掘・育成を目指して、

「関西プロデュース・ポード」 （仮称）を提言する 。

①「関西プロデュース・ボード」

2 0 1 0年、社会は観客型社会から参加型社会へと移行している 。この

時代の地域開発をリードしていくのは、高い目標を掲げ、強い実行力で推

進して行く 「プロデューサー 」である 。 これまでにも本会の各委員会をは

じめ行政や他の団体など各方面から様々な関西の 21世紀ビジョンか示さ

れているが、いかに優れた提案もそれを実行する人に恵まれなければ実現

はおぼつかない。先見性、リーダーシ ップ、資金 （調達 ）力など様々な資

質とともに強い情熱で地域を革新する 「人」の存在が不可欠である 。

関西の行政や様々な分野の団体が 「プロデュースする 」 ということを常

に意識し、その組織の重要な事業戦略の柱として位置付け、多彩な事業を

推進していくことが重要である 。加えてさらに、強い情熱をもった新たな

プロデューサー達が藷出される土壌を整備することが必要である 。 そして

それらの様々な活動をネットワークしていく要として 「関西プロデュース

・ボード」の設立が望まれる 。

プロデューサーは、 ①個々のプロジェクトを機能的に推進する 「個別」

プロデューサーと、 ②関西全体を戦略的に俯諏しネットワーク的にプロジ

ェクトを推進する 「総合」 プロデューサーが必要である 。総合プロデュー

サーは、基本的機能である新たな仕掛けづくりを提案し推進する 「企画推

進機能」に加えて、オール関西の統ーアイデンティティの下で関西全体を

世界に向けて情報発信する 「広報機能」 、多種多様なプロジェクトをオー

ル関西の視点に立って円滑に推進するための 「調整機能」を併せ持つ。関

西プロデュース・ボードが具体的に機能することにより、活力あふれる新
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しい関西が生 まれるとともに、 「総体としての 関西のイメージ」が向上し、

魅力人間都市・関西が世界に発信 されることが期待される 。

2 0 1 0年の関西が 目指す 「魅力人間都市」の実現に向けて、 「関西プ

ロデュース・ボード」は、これまでに述べ た諸提案をはじめ各方面か らの

提言や様々な広域プロ ジェクトを具体的に推進、調整する総合プロデュー

ス機関となる 。

■関西プロデュース・ボードの展開イメージ

企業

経済団体

市民

市民団体
各府県行政 国

連携

関西プロデュース・ポード

総合プロデューサー

ー
RESEARCH→ PLAN→DO→SEEサイクルに
よる、新たな仕掛けづくりを提案する機能

関西の統一イメージの下での、 世界に向けての情報発信を

行なう機能

互いの個性を尊重しつつ、オール関西の視点に立って、

イベント・プロジェクト等の円滑な推進を図るための機能

i :. 

KANSAI都市連合としての
テーマ

プロ ジェクト c::IIIII,口：：
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「関西プロデュース・ボード」は、 （段階的に機能整備を図って行くべ

きであるが）目標として (1) 地域のプロジェクトを総合的・戦略的に推

進できる立場とヒト・モノ・カネ・情報等のパックアップ体制の整備、

(2) プロデューサーが活躍できる環境整備と今後活躍が期待されるプロ

デューサーの発掘・育成、を二本柱として展開する 。

関西プロデュース・ボードの設立に当っては、経済団体・企業をはじめ

市民団体、各府県や国等に広く呼びかけ、設立に向けての準備会を作り推

進して行く必要がある 。 そして中核となるプロデューサーの発掘・育成の

仕掛けづくりにについては早い段階から産・官・学の協力のもと準備を進

める必要がある 。

また、企業家や投資家に対してもベンチャービジネスの支援・育成に資

金面からのサポートを行なってきたのと同様に、このような活動にも理解

を示し支援体制を取ってもらえるようにアピールしていくことも必要であ

る。

②モデル地区での推進

③タスクチームによる推進

④計画中のプロジェクト・イベントを活かした推進

⑤行政との連携
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～アジアの 「光」 輝く者聞了連合 •KANSAI を目指して～

2 0 1 0年の関西ビジョン

「魅力人間都市」

（本文）



全体の流れ

1. 2 0 1 0年を考える

自由時間革命 高齢・少子と人口爆発の 2極化

大移動の時代

環税と人間の幸せを

考えるサイエンス

地域連合

関西のボテンシャル

•関西国際空港の効果
•プロジェクト・
イベントの活用

•幅広い産業技術基盤
•歴史・文化・
観光資源の活用

2. 2 0 1 0年の時代認識

情報力を武器とした

グローバル・共生・ネットワークの峙代

文明の磁力

3. 2 0 1 0年の関西像

アジアの「光」輝く都市連合 •KANSAI

魅力人間都市

4. 実現に向けての具体案 一

• アジア観光大学

（高等研究センクー）

• エンターテイメント

ビジネス学科の設匹要望

• マイスターハウス

• ホスピランティア倶楽部

プロデューサーシステムの推進にあたって

• グ リ ーン ト ラスト 1 0
• アジア歴史街道

• アジア生活文化研究所

• 「 関西プロデュ ース ・ボー ド 」
• モデル地区での推進
• タスクチームによる推進
• 計画中のプロジェク ト・イ ベントを活かした推進
• 行政との連携

• 2 0 1 0年までのプログラム
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高度情報社会

自立・共創社会

望ましい都市の姿

•安全•安心の都市
•開かれた都市
•相互依存
ネットワーク都市



1, 20 1 0年を考える

今、世界ではポスト冷戦構造のなか、新しい枠組・国際秩序の構築に向けた様

々な動きが展開されている 。国内においても、戦後築き上げてきたシステムの見

直しや転換か必要となってきており、国内外とも新世紀を目前に混迷の時代とな

っている 。

このような時代にあって、当委員会では 20 1 0年を目標年次とした実現性の

ある夢を描こうと試みた 。 20 0 0年では後 4~ 5年しかなく、また、 20 2 0 
~3  0年では予測の限度を越える 。 ある程度現実的で、ある程度未来志向的に考

えることができる 20 1 0年をこれからの望ましい関西像を考える目標年次に選

んだ。

2 0 1 0 年を考えるにあたって、世界・アジア・日本•関西における変化要因

や環境・エネルギー、人口構造、価値観、産業等の分野における動向を整理し、

様々な角度から研究・討議を重ねた 。 20 1 0年迄の 15年間は、我々が過去に

経験したことのないスピードで様々なことが動き、社会的にも経済的にも先行き

かわからない不透明な要素が多い時代であり、国内外において次の時代の新しい

枠組づくりを模索・構築し、定着させるための熟成期間であるとも考えられる 。

2 0 1 0年の方向性を指し示す多くの キーワードのなかから、以下の 7つのコ

トバ （大移動の時代、自由時間革命、高齢・少子と人口爆発の 2極化、高度情報

社会、環境と人間の幸せを考えるサイエンス、自立・共創社会、地域連合）を選

び出した 。

□大移動の時代
WTO （世界観光機関 ）の推計によると、全世界の外国旅行者数は昨年

5億人を超え、更に 20 0 0年には 7億 5千万人、 20 1 0年には 10億

人に拡大する 。国立民族学博物館の石森助教授は、 20 1 0年には第 4次

観光革命か起こり、その中心となるのは、経済の大発展が予測されている

アジアの人達であると指摘している 。

このようなア ジアを中心とした大移動の時代に乗り遅れないためには、

国・都市・街のありようを大きく変えていくとともに、受け皿としてどの

ようにハード・ソフトを整備していくか、そこに住み、暮らす人自体も大

きく変わらなければならない。
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口自由時間革命

総理府の 「国民生活に関する世論調査」 において、レジャー・余暇生活

が今後の生活の力点の第 1位になって久しい。労働時間の短縮と自由時間

の増加傾向や価値観の多様化、それに伴う自由時間革命は着実に進行して

いる。

地域や家族を大切にし、文化、こころ等非経済的・非物質的なものに対

する志向の高まりとともに、グローバル化の進展で多様な文化・ライフス

タイルとの融合が進み、個々人が独自の価値観で生活を楽しむ社会が到来

しつつある 。

また 一方で、これらの動きは新しい文化の創造、次代の産業や経済社会

の発展を促すものでもある 。

□高齢・少子と人口爆発の 2極化
2 1世紀にかけて日本では、戦後初めて人口が減少に転じるとともに、

高齢化か加速し、人口動態に大きな変化か生じる 。これらの変化は、労働

力を量的・質的に変化させるとともに、社会福祉への負担増、福祉のマン

パワーの不足等をひきおこす。 また、併せて元気高齢者の増加は、老後の

人生を生きがいを持ちながら積極的に楽しめる社会づくりを必要とする 。

一方世界に目を転じると、アジアを中心に人口爆発か予想され、食糧問

題やエネルギー問題、環境等の都市問題等か生じる結果となる 。

国内の労働力人口の低下等に起因する問題への対応とともに、グローバ

ルな視点ての対応か必要となる 。

□高度情報社会
農業革命、産業革命を経て、今、世界は第 3の革命である情報革命の時

代に突入した 。情報革命の最大の特徴は、その「スピード」 と 「見えない

仕組み」にある 。農業革命が 30 0 0年、産業革命が 30 0年の時間を費

やして達成されたのに対し、情報革命は 30年で高度情報時代を創り出す

といわれ、 20 1 0年には高度情報通信が社会基盤となっていることが予

想され、国や地域の枠組を越えて情報が飛び交う時代となる 。

産業や都市においても、高度情報通信を利用した情報収集・創出の仕組

みとこれを活用する仕組みとを構築することにより、全体のレベルアップ

を図りつつ世界との共生を考えていかなければならない。
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口環境と人間の幸せを考えるサイエンス

2 0世紀は、科学技術の進歩の歴史であ った。 21世紀にかけては、 一

層科学技術が社会に果たす役割は大きくなり、科学技術がより人間に身近

なものとなる 。なかでも、生活を 重視する傾向の強まりに伴って、人間の

幸せの根源を考えるライフサイエンス分野におけるイノベー ションか進み、

ライフサイエンス分野からの発想か、これからの新しい産業や生活スタイ

ルを創出 す るエネルギーと して クローズアップされる 。

同時に、ここまで発達したサイエンスを駆使し、人類共通の課題である

地球環境問題にも積極的に取り組まなければならない。大阪と滋賀に UN

E pの国際環境技術センターを持ち、 APECの成果として APEC環境

技術交流バーチャル （日本 ）センター （仮称）の設立の 合意がなされた関

西は、社会的にも経済的にもあらゆる 計画の中に環境問題への取り組みを

折り込んで推進していく必要がある 。

口自立・共創社会

戦後日本の繁栄を築いた 工業化社会では、産業の仕組みづくりや街づく

りを経済効率至上主義で行なってきた 。物質的な豊かさから、非経済的 ・

非物質的なものへの志向か高まるなか、企業や行政に頼ることの多か った

市民も自立 した 考えに 立ち 、生活者の 視点から積極的に参加しはじ め、市

民・ 企業 ・行政が一体とな って新 しい社会シ ステム を創り出すこと が必要

な時代になってきた。

2 1世紀の脱工業化社会 （＝高度情報社会 ）では、対等なパートナーシ

ップにもとづき、自 立 した市民と自 立 した企業と自立した行政が共に新し

い関係を築き、市民満足度の 高い参加型社会への移行か求められる 。

口地域連合

ボーダレス化の進展は、国の枠組を飛び越えて、都市と都市が直接対峙

し合う都市間競争の時代をもたらしている 。

2 1世紀は、自 立 した各々の都市が相互に緩やかな関係を維持し、多様

性を認めたうえで共通目標の達成、共通課題の克服を目指したネットワー

クを組みパワーを発揮していく時代である 。多様な都市の連合体である関

西は、大きな可能性を秘めており、魅力ある地域連合の仕組みづくりが大

きな課題となる 。
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■キーワードマ ップ

大移動の時代
（ l I 

自立・共創社会

高度情報社会

l 
自由時間革命

J 
環境と人間の幸せを

高餘・少子と I 考えるサイエンス
［ ] 人口爆発の2極化
地域連合
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2, 20 1 0年の待代認識

「20 1 0年」をどのように捉えるのか。 その時代認識が 20 1 0年の関西を

方向づけるうえで重要な意味を持つ。 20 1 0年はまず人間ありき、の時代とい

える 。 GNPから GNH (Gross Nationa l Happiness) 

へ人間中心に考える時代となる 。 この考え方をベースに、前章で取り上げた 7つ

のキーワードから、 20 1 0年の時代認識を以下のように捉えた 。

情報力を武器とした

グ0ーバル，共生，初トワークの峙代

2 0 1 0年を考えるベースとして、まず、情報革命が最終段階に入っているこ

とを念頭におく必要がある 。高度情報社会が形成され、情報の創出と活用の仕方

が問われる時代であり、まさに、 20 1 0年は情報を制するものが時代を制する

時代である 。

高度情報社会におけるボーダレス化・グロー バル化の進展は、国の枠組を飛び

越えて、都市が直接世界と向き合うだけでなく、市民一人ひとりが直接世界と向

き合 うことを可能にさせる 。既に、インターネット 等により実現されてい るこの

ような動きは、 20 1 0年には個人の生活のなかにも深く浸透し、ビジネス 、教

育等あらゆる分野で世界をフィールドとしたネットワークが重要な意味を持つ時

代となる 。

このようなヨコ型ネットワーク社会においては、 互いに理解し合い、認め合う

対等なパートナーシップが基本 となる 。

自立 した 「個」同士が、対等な関係で分野や目的に応じてネットワークを構築

する動きのなかで、共に人間性豊かな社会づくりを実現する時代になっている 。
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3. 2010年の関百像

2 0 1 0年の関西像を考えるにあたり、関西か持っているパワー・ポテンシャ

ルをどう 20 1 0年につなげるのか、 21世紀の望ましい都市の姿は何か、 2つ

の側面から 、 20 1 0年の望ましき関西像を描いた 。

(1)関西の パ ワー ・ポ テンシャル

パワ ー・ ボテンシャルについては、大きく 2つの考え方がある 。ひとつは 、現

在関西が持っているパワー ・ポテンシャルを伸ばしていく考え方。 もうひとつは、

選択的・戦略的に育て伸ばしていく考え方の 2つである 。 この 2つの考え方を念

頭において、関西のパワー ・ボテンシャルを 4つの視点で整理 した。

口関西国際空港の効果

関西の期待を一身に背負って開港した関西国際空港も 1年以上経過し、

様々な評価と問題点か指摘されている 。

関西国際空港は、潜在的な旅行需要を喚起し旅客数を伸ばすとともに 、

航空貨物の基地としての機能も発揮 しだ している 。また、空港を軸と した

インフラの整備等により、世界都市・関西の基盤づくりを着実に進展させ、

APEC大阪会議を誘致 ・実現させることにもつながった 。

しかし 、一方ては必ず しも開港前の期待どおりに運んでいない部分も多

く、 24時間空港の機能を十分活かしきれていないことや、波及効果を積

極的に活用して地域の活性化に結び付ける点で具体像が見えないなどの問

題点か指摘されている 。

大移動の時代、アジアの人達が中 心 ターゲッ トとなるなかで、全体構想

の実現を目指して、 一 層競争力の高いハ ー ドの整備が実現する 20 1 0年

には、国内外とのネッ トワークの拡充等、 装置を生かすための魅力あるソ

フトづくりが何よりも重要 となる 。競合関係のな かでのハブ化戦略を今後

どのように組立てていくか、関西が一丸となった取 り組みが必要となって

くる 。

□プロジェクト・イベントの活用
2 1世紀に向けて 関西一円で数多く のプロジ ェク トが計画 ・推進されて
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いる 。 また 、 20 0 8年の大阪オリンピック 、 20 0 2年のサッカーワ ー

ルド杯大会等国際的なイベントの誘致に向けての取り組みも官民協力のも

と推進されている 。

これらのプロジェクトの大半が姿をあらわす 20 1 0年には、関西国際

空港をはじめとする空港ネッ トワークや明石海峡大橋等により、 一層緊密

な交通体系が整備されるとともに、数多くの集客装置、学術研究都市等か

整備され 、グローパル時代を積極的にリ ー ドする基盤として関西に新しい

パワーをもたらしている ものである 。

また、 21世紀の新 しい関西を創っていくにあたっては、これらプ ロジ

ェク ト・ イベントを 20 1 0年を目標として、 関西の統一イメージづくり

に生かしていくための新たな仕組みを創らねばならない。

口幅広い産業技術基盤

関西は、古くから日本経済の中心地としてその役割を担ってきた 。関西

には、これまで培ってきた生活関連分野を中心と した製造業等の幅広い産

業技術基盤かある 。 これらの幅広い産業基盤は、 21世紀の新しいビジネ

スにおいても生か していかなければならない。

同時に、これまでアジアの各地に弱電や繊維等の関西の産業技術の力が

様々なかたちで蓄積されてきた 。 これらの蓄積を今後うまく活用し、良き

パートナーとしてアジアとの共生を図っていくことが必要となる 。

新しいビジネスを数多く輩出してきた関西の起業家精神を生かし、 21 

世紀の新 しい産業を創出する 仕掛けを創ることが緊急な課題となっ てきて

いる 。 関西の起業家精神を 21世紀にも維持 ・継承して行くためには ソフ

トペンチャーに対する支援が大きな役割を果たすと考えられる 。また、関

西文化学術研究都市をはじめ、西播磨テクノポリス、京都 リサーチパーク

等の学術研究施設のネッ トワークを活用 し、そこから生まれる 基礎研究の

成果を応用することにより 、生活重視のトレンドにマッチした新しいビジ

ネスヘと結び付ける ことも必要である 。

口歴史・文化・観光資源の活用

世界文化遺産に認定された法隆寺や姫路城等をは じめ、関西は数多くの

歴史 ・文化財を有する 。また、豊かな自然環境にも恵まれた地域でもあり、

これ らは関西が誇れる、他地域にはない優れた特質である 。

しか しながら、 21世紀を展望す るにあたっ ては、単に歴史 ・文化財・

観光財 としての 資源があるとい う過去の蓄積 として の歴史 ・文化でな く、
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今とどうかかわるか、将来人々とどうかかわるのかという観点で活用を図

る必要がある 。例えば観光についても、特定の観光スボットを見学する

「名所型観光」から複合的要素を同時に楽しむ 「都市型観光」へと Se e 

から Doへ変化するなかで、関西の資産をどう現代にリメークし、ソフト

化して新しい観光に生かしていくかを考えねばならない。

関西には、阪神 ・淡路大震災の不幸な体験のなかから見いだしたパワー

・強さがあり、震災によって今後も大切なパワーが何かを学んだ。命のイ

ンフラである 「ライフライン 」、人と人をつなげる 「ヒューマンライン 」、

心をむすぶ 「コミュニケーシ ョンライン」の重要性を今一度見つめ直すこ

とにより、関西のパワー ・精神風土が一層強固なものとなることが期待さ

れる 。

これらのパワー ・ボテンシャルを 20 1 0年に向け更に発展・継承させ

るためには、直接関わる人達のみならず、関西全体が情熱を持って取り組

む必要があり、人や金の面でも更なる投資が必要となる 。
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(2)望ましい都市の姿

2 1世紀の都市の基本要素 （＝ 分母的要素）は何かを検討 し、 21世紀の望ま

しい都市の姿として以下の 3つの考え方で整理 した。

口 安全•安心の都市

「成長」 「効率」が街づくりのキ ー ワード となる時代ではなく、 「安全」

「安心」 かそれにとっ て代わるキーワードとなる 。世界 的な都市競合のな

かで、 「安全」 「安心」は都市における普遍的な魅力条件であり、都市の

最重要選択基準にもなる 。

昨年 1月に関西を襲っ た阪神 ・淡路大喪災は、我々に多くの教訓を与え

た。なかでも 、防災 ・治安面での 「安全」 と、 「安心」 して暮らせる大切

さは、関西の市民 ・企業が身を持っ て感 じた最も大きい教訓であるといえ

る。 20 1 0年の関西を考えるうえでも、何よりも 「安全」 「安心」を優

先させた街づくりを考える必要があり、関西こそかその モデルづくりを進

める使命を担う地域でもある 。

流動性の高い、都市間競争の時代には、 防災面や治安面での 「安全」な

都市の実現は当然の こ とである 。 「安全」な都市の上に更に、様々なネッ

トワークや開かれた社会等により 、訪れる人達にも 、そこに住み、活動す

る市民・企業 にも高い市民満足度を与え、 「安心」した暮らしを味わえ る

都市の実現を図らなければ、多くの人が集まる魅力ある都市になることが

できなし‘°

口開かれた都市

関西は、古代からアジアを中心とした国際交流によって発展してきた 地

域である 。 また、それらの歴史的背景をベースに、関西特有のホスピタ リ

ティあふれるあたたかい気質を培ってきた。 このような関西のよさを 21 

世紀に受け継ぎ、ダイナミックでオープンな都市として発展していくこと

が望まれる 。

そのためには、あらゆる面て内外に開かれた都市 である必要かある 。多

様な価値観・文化をお互いが認め合い 、尊重する多様性を受け入れる都市

であると同時に、様々な規制にも積極的に取り組み、情報や技術が得やす

い等誰もが住みやすく、活動しやすい都市にしなければならない。

また、ハードの面でも関西国際空港を中心に交通体系をより綿密なもの

とし、開かれた都市の基盤をより強化していかねばならない。
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口相互依存ネッ トワーク都市

関西の魅力のひとつは、それぞれ個性あふれる都市の集合体てあること

にある。関西のそれそれの都市か、多様な魅力を互いに尊重し、認め合う

とともに、多様な魅力を持った都市が同 一 目標をもって、 トータルな新し

い関西イメージ ＝関西アイデンティティを確立することか必要となる 。強

力なアイデ ンティティを持つことで、関西の各都市が持つ多様な魅力を一

層際だたせる ことかできる 。

同時に、関西の相互依存ネットワークは、自 立分散型のネッ トワー クで

なければならない。阪神・淡路大震災では、 一極集中型システムの脆 さが

露呈し、自立分散型のシステムづくりが緊急の課題と して突き 付けら れた。

震災て得た教訓を生か し、関西の各都市が互いに都市のポテンシャルや魅

力を相互に理解し合ったうえで、都市機能の分散と補完が可能となる自立

分散型ネッ トワーク を創り上げねばならない。
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(3) 2010年の関西像ー 関西のあ りた い姿

2 0 1 0年、関西が目指すべき姿は何か。 これまでに検討してきた 20 1 0年

の時代認識、関西のパワーとポテンシャル、そして望ましい都市の姿をもとに、

2 0 1 0年の目指すべき関西像を検討した 。

変化の時代を読み切ることは難しい。言い換えれば変化が激しく不透明な時代

ほど人々の 「こうしたい」という意思、志しが問われる 。以下にまさに関西人が

2 0 1 0年はかくありたいと望む関西像を描いてみた 。

アジアの 「光」輝く都市連合 •KANSAI

魅力人間都市

2 1世紀がアジアの時代であることは世界の共通認識であるといっていい。関

西は歴史的、 地勢的にアジアと強いつながりを持ち文化的、経済的にも深い関係

を保ってきた 。 しかし、 21世紀におけるアジアとの関係はこれまでのような経

済や科学技術の先進性に依拠したものでなく、お互いが多様な価値を認め合いつ

つ 「共に」発展していくという姿勢が重要となる 。その中で、 KANSAIから

の光 一関西の魅力かアジアの人々をマグネットのように引き付け、心から尊敬さ

れる都市として認められるようになることを目指さなければならない。

魅力ある都市をつくるのは何よりも魅力ある人間の存在である 。

先に 21世紀は情報を制するものが時代を制すると述べた。情報には様々な 側

面があるが、情報とは即ち人であり、人に固有に附属するものである 。多彩、多

様な人々 ー 「魅力人間」が集う都市こそが情報都市であり、魅力都市となる 。

そして様々な魅カ 一様々な情報を持った人々を求めてまた更に多様な人々か集

う魅力ある 「人間都市」 が誕生する 。多くの人が住んでみたい、訪れたいと思う

人間の魅力輝く都市こそが多くの人々の尊敬に値し、新しい関西の文明の磁力と

なって光輝くことができる 。

関西が 「魅力人間都市」となることを 21世紀の共通の志しとして掲げ、魅力

人間都市実現のための戦略的、具体的な推進に向けてスター トすることを提案す

る。
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4. 「魅力人間都而」実現に向けての具体案

2 0 1 0年の関西像 「魅力人間都市」の実現を目指して、具体的に以下のよう

な案を提案したい。

この章ではまず最初に、具体案を考えるうえでの基本的な考え方を三つの分野

に整理して示したうえで、次にそれぞれの具体案を述べる 。そ して 最後に、 これ

らの案を推進 して行くための体制について提案する。

(1) 基本的な考え方

「魅力人間都市」の実現に向けての具体案を整理すると 、① 20 1 0年の産業

育成・振興を図るための「創る」 、②人材の育成や広い意味での教育を行なう

「育くむ」 、③市民や企業が誇りを持って生きて行くことのできる 「生きる」 の

三つの分野が大きなテーマになる 。

活力ある都市の源は、常に新しい産業を育成、振輿していくことにある 。新 し

い産業の育成 ・振興は、既存の産業群の活性化にも結び付きその相乗効果により

一層大きな活力をもたらす。 しかし社会経済システムや人々の価値観の激しい変

化はこれまでの 20世紀型の産業とは異なった 、エンターテイメン ト・ビ ジネス

をはじめとする新しいビジネス群を生み出す。激しい変化に対応てきる既成概念

にとらわれない柔軟な心と先見性か要求される 。

単なる 「創る 」産業振興一本やりではなく、これまで我が国が蓄積してきた技

術やノウハウ 、資金をアジアのために活用する 「育てる 」心と、誇りを持っ て生

きることができ、共に豊かな暮らしを実現するための 「生きる」心が下支え し、

この 三つの 心がお互いに リンク しながら新しい都市の魅力 を生み出 して行かなけ

ればならない。 そして、 それら を束ねる要としてのプ ロデュー サーの存在が不可

欠である 。
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■ 3つの分野とプロデューサーシステム

•アジア観光大学
（高等研究セ ンタ ー）

•エ ンターテイメント
ビジネス学科の設置要望

•マイスターハウス

•ホスピランティア倶楽部
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•関西インテリジェンス

・ポート

• グ リー ントラスト 10
• アジア歴史街道
• アジア生活文化研究所



(2)具体案

①「創る 」の具体案

,―魅力人間都市」を生み出す活力の素として 21世紀の新しい産業振輿

を図ることか重要な課題となる 。 21世紀の新しい産業振奥を図るための

具体案として、拠点となる「エンターテイメント ・バレー 」が検討された 。

2 1世紀はまず人間ありき、人々がそれぞれに楽しい生活を繰り広げて

いく時代である 。人間の楽 しみを提供する広義の エンターテイメントビジ

ネスが 21世紀の中心 ビジ ネ スとなる c あらゆる分野で、楽しさ、気分の

よさ、知的好奇心といった感情に作用し、その分野の本来の目的をより効

果的に達成させようとする機能であるエンターテイメント要素が必要とな

る ~ 2 1世紀のエンターテイメントビジネスは、映像 ・音楽・演劇といっ

た従来のエンターテイメントビジネスの枠組に因われることなく、エンタ

ーテイメントのノウハウを幅広い分野へ応用するなど広く捉えていくこと

が可能である 。 エンターテイメントビジネスは、 極めて裾野か広く 5兆円

市場になる可能性か指摘されるなど、無限の可能性を秘めている こ

■エンタ ーテイメントビジネスの拡がり

マルチ・エンターティメント

に影響を及ぽす分野

基造的な
エンターテイメント
映画演劇音楽

（ダイヤモンド社 「マルチエンターテイメントビジネス」より加工）
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①-1. エ ン ターテイメ ント・バレー

且 竹
エンターテイ メントビジネスを関西の新しい基幹産業として育成・

振興させることを目的とする。

肉容
●人を 「もてなす」 「楽しませる」ことに関連するエンターテイメ

ント・ビジネスの拠点として整備する。

• 観光・映像を中心とした裾野の広い産業群

• MCM産業の育成

M／メッセ

c ／コンベンション
M／ ミュージアム

●起業家や関連事業者、関連研究・研究機関等か高密度のネットワ

ークを形成し、協働して新たなエンタ ーテイメントビジネスを創

出する。

●研究者や企業家の人間的な触れ合いの場を設け、活発な人的情報

交換 (knowhowからknowwhoへ）を通して連結効果を生み出す。

エンターテイメントビジネスは、情報カ・クリ エ イティブカか最も問わ

れる分野であることから、関西がこれまで培ってきた幅広い産業基盤や、

歴史・文化財、学術研究都市での基礎研究の成果等を生かした展開を図る

ことができる産業でもある 。

■エンターテイメント市場の可能性
平成 5年 GNP 約 47 0兆円

且＼：v:/:｀｀庄•し°只円＿ ＜＜こ＼言芯．のデ96：ーテイメノト市場杓 5兆円
■エンターテイ メン ト要素の分野別 特徴
分野 特徴 事例（アメリカ）

商業施設 楽しくすることにより滞留時間を長くさせ、 ユニバーサル・シティ・ウォーク
消費意欲をかきたてる ホート ン・プラザ

ホテル 他のホテルとの差別化 ウォルト・ナイズニー・ワールド
ホテル内消費の喚起 ラスベガスのテーマホテル

地域づくり 観光客の増加、老年南の定住 ラスベガス
オーランド

エンターナイメント 規模を小さくすることにより負担を軽くする シネトロボリス
・センタ ー 客層の絞り込み ホテル・ルクソール
レストラン 他のレストランとの差別化 ミディーバル・タイムズ

リゾート地に立地することによる相乗効果 ウィザード
医療 病院の持つ冷たいイメージの排除 ヘルス・セントフル

治療効果の上昇 ギプ・キッズ・ザ・ビレッジ
教育 知的好奇心を高め教育効果をあげる スペース・センター・ヒ ューストン

ホロコースト・ミュージアム
オフィス 生産性の向上 チーム・ナイズニー

新しい人材の採用 キャスティング・センター

（ダイヤモンド社 「マルチェンターテイメントビジネス」より）
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②「育くむ」の具体案

アジアとのつながりが深い関西か、アジアとの共生を目指すためには 、

良きパートナーとしてアジアの発展に貢献することが求められる 。なかで

も共生を図る土台となる人づくりにおいて、アジアのインキュベーターと

して機能することか重要である 。 同時に、関西が 「魅力人間都市」 として

様々な人を受け入れるためには、ホスピタリティの更なる醸成など、市民

意識の向上を図る必要があり、共に育くむ新しい教育システムの果たす役

割は大きい。

「育くむ」の具体案として、 「アジア留学生 10万人計画」 「アジア観

光大学」 「エンターテイメントビジネス学科の設置要望」 「マイスターハ

ウス 」 「ホスピランティア倶楽部」が検討された。

②-1． ア ジア留学生 10万人計画

関西か、 21世紀のアジアを担う人達を支援・育成することは、アジア

のなかに数多くの親関西派を生みだす。また、留学生や企業等の技術研修

生かもたらす様々な情報や文化 との交流は、産業面や文化 面等に新たな 刺

激を与える 。

同時に、多数の留学生 ・研修生を受け入れるためには、受け入れ体制 を

十分整える必要があり 、インフラの整備や市民意識 （ホスピタリティ）の

向上等を促進させる結果となり、都市機能面においても関西全体の活性化

に大きく貢献す る。
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且竹

内容

アジアの次代を担う留学生・企業研修生を受け入れ、教育や研修に

協力するとともに、アジアの各地域との一層の交流を図る場を関西

か提供する。

●2 0 1 0年を目標年度において、アジア各国から積極的に留学生

・研修生の受け入れを図る。

●関西の意気込みとして、最終目標を 10万人に設定し、今後各段

階において計画的な受け入れ目標を設定する。

●各府県・国、各種関係機関との連携・ 調整を図り、留学生 ・研修

生の受け入れのための窓口となるプロデュース機構を設置する。

●産・官・学一体となった幅広い受け入れ体制を構築することによ

り、アジアの学生等の誘致を図る。

●帰国後も関西との絆を深めながら、留学生 ・研修生相互の交流を

図れるクラブを設置する等、帰国後のフォローアップも行なう。

参考
●留学生がもたらす直接的な経済効果に加え、 留学生の家族 ・知人

等か関西を訪れることによ る消費等間接的な経済効果も見込まれ

る。

〈直接消費額試算〉

1人当り年間支出額 留学生数

100,000人 ＝ 119,160 

（百万円）

※1人当り年間支出額は、 「大阪府留学生生活実態調査」 (1991年

調査）による支出金額の加重平均値を基にした数値。

1. 191. 600円 X

■アジア留学生 10万人計画推進のための仕掛け

口 □三
r, ^~ 

7
 

連携・調整

~ V t-

プロデュース機構
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②-2． アジア観光大学 （高等研究センター）

内容
●学際的・ 業際的な広い意味での観光についての調査 ・研究や観光

ビジネスに携わる専門家の育成を行なう 。

●同時に、観光に関するあらゆる情報収集と発信を行なう情報拠点

を目指す。

●WTO （世界観光機関）アジア太平洋事務所等関係諸機関との連

携を図り、アジアの観光に関するプロデュース機能を担う。

②-3.エンターテイメントビジネス学科の設置要望

内容
●エンターテイメント ビジネスを担う人材の育成を目的として、関

西の大学にエンターテイメント ビジネス学科の設置を要望する。

●エンターテイメント ビジネスの先進国であるアメ リカのUCLA

のカリキュラム等を参考にする。

●関西及びアジアのエンターテイメントビジネスの発展を促進させ

る機関としての整備を目指す。

※UCLAのカリキュラムは次頁参照

②-4.マイスターハウス

内容
●既存施設の支援 ・整備を含め、関西の中小企業や地場産業等の先

進技術や伝統技術等21世紀に通用するトップクラスの技術力を

修得するための技術者育成施設を整備する。

●指導者には、各分野で活躍する関西・アジアのトップクラスの技

術者を招聘する。

●アジア各国からも技術研修生を受け入れ、積極的な技術移転も併

せて推進し、アジアの人づくりにも貢献する。

●研修ニーズを的確に贖み、研修コースや指導者のコーディネート

を行なうためのプロデュース機能を充実させる。

②-5.ホス ピランティア倶楽部

内容
●ホスピタリティの涵養と、自ら主体的に活動できる市民の育成を

目指し、 NPO等のボランティア団体の拠点機能を担う。

●サッカーのW杯大会やオリンピック等関西で行なわれるイベント

の際には、ボランティアの派遣を行なうなど、関西全体のホスピ

タリティの醸成を目的とした活動を積極的に行なう。

●関西を訪れる人達への情報提供や交流窓口等ビジターズ・ビュー

ロー機能を整備する。

●広く市民、団体、企業の理解と諸事業への参加、諸事業を行なう

ための資金援助の協力を得るため賛助会員制度を設ける。

●市民意識の向上を目指した市民講座の開催やボランティアリーダ

ー及びボランティアコーディネーターの育成を行なう 。

※ホスピランティアとは、ホスピタリティとボランティアを併せた

造語
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■ （参 考） UCLAにお け る カリキュ ラム
分野（大分頚） 分野（個別分頚） 講座例 （関連あるもの）

芸術 建築、芸術史、芸術理論、写真 レストラン ・デザイン・ツアー

ビジネス ・経営管理 会計、ビジネス、コ ミュニケーション ・スキ

ル、会議、セミ ナー、フード ・サービス、法

律、経営管理、マーケティング、広告、 不動

産、建設

コンピュータ・情報 コンピュータ経営管理、 コンピュータ技術

システム

デザイン コンピュータ・ グラフィックス、ファッシ ョ デジタル ・イメ ージング

ン・デザイン、グラフィック ・デザイン、イ カラー リング理論と応用

ンテリア、環境デザイン、景観デザイン 環境分析、計画論

教育 成人教育、職能開発、コミュニティ ・カレッ

ジ、 コンピュータ、カリキュラム、手法、早

期幼児教育、若手プログラム、 ESL教育

エンジニアリング 航空宇宙工ンジニアリング、建設工ンジニア

リング、電気エンジニアリング、エネルギー

・エンジニアリング、環境科学、防火エンジ

ニアリング、生産エンジニアリング、水道工

ンジニアリング

エンターテイメント 映画、演劇、ビデオ、マルチメディア、 TV アニメ、 CMのための個性的発

音楽 声、一人舞台の開発、映画セッ

トの設計、ストーリー・メイキ

ング、メイクアップ技術、セッ

トデザインとモデル制作、 オー

ディ オ・ エンジニアリ ング、照

明技術の発展、映画音楽のつ く

り方

フィットネス フィットネス、インストラクション、屋外レ

クレーション

健康科学 アルコール ・ドラ ッグ、公衆衛生、精神衛生

口腔衛生、看護、心理学

人文社会科学 人類学、考古学、コミュニケーション学、東

アジア文化、経済学、民俗学、歴史学、言語

学、文学、哲学、政治学、社会学

ジャーナ リズム ファンド ・レイジング

ジャーナリズム

全n口｝子 ESL 

通訳

自然科学 天文学、生物学、化学、地理学、地質学、数

学、物理学

ライティング スクリーン ・ライティング、インタラクティ 映画のストーリー分析

プ ・メディア、 コピーライティング アニメ ーション ・ライティング

（出典） UCLAExtension資料より

（ダイヤモンド社 「マルチェンターテイメン トビジネス」より）
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③「生きる」の具体案

開かれた都市、安全・安心な都市として、人間の魅力が輝く都市の実現

を目指すためには、そこに住み、活動する市民が誇りを持って生きること

ができる都市でなくてはならない。 同時に、多様なアジアの文化を互いに

尊重し、理解し合うことにより共通の価値感を生みだ し、ア ジアの人達と

共に豊かな暮らしを実現していく必要がある 。

「生きる 」の具体案として、 「関西インテリジェンス ・ポート 」 「グリ

ーントラスト 10」 「アジア歴史街道」 「アジア生活文化研究所」が検討さ

れた 。

③-1．関西インテリジェンス・ポート

高度情報社会が訪れる 21世紀は、情報の収集力、発信力とともに、そ

の活用力か問われる時代である 。 イノベーションとクリエーションの素と

なる情報の活用力を高めることが、都市の活性化にも 結びつく 。また、情

報環境を整備し、関西を訪れる人や関西で暮らし ・活動する人の情報を活

用するためのサポートを行なうことは、高度情報時代のホスピタリティを

高めることにもなり、情報力が決めてとなる時代には、生きる心を生み 出

す基盤となるものである 。

且 竹
関西を訪れる人や、暮らし ・活動する人の幅広い情報ニーズヘの対

応と情報の活用をサポートし、イノベーションとクリエーションを

生み出す魅力的な情報環境を整備する。

内容
●①ビジネス （新規事業開発、法務会計サービス、国際会議、通訳

・翻訳、官庁情報等）、 ②生活（住宅、医療、教育、ショッピン

グ等）、 ③観光（地域情報、アミューズメント）についてマルチ

メディアにも対応したあらゆるデータベースにアクセスできるネ

ットワークを構築し、関西に居なからにしてあらゆる情報をキャ

ッチできるようにする。

●あらゆる情報の中から、必要な情報を、必要な人に、必要なかた

ちで提供するために、熟練のサーチャーと情報プロデューサーを

おく。

●関西全域の主要拠点にキーステーションを設置し、 分散型ネット

ワークの構築を図る。
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■関西インテリジェンス・ポー トの展開イメ ー ジ

アトニ)'¥I ~ 
ここロニ＼／／こ）

インテリジIンスヽ点ート

― 
あらゆる情報の中から
必要な情報を
必要な人に

必要なかたちで提供する

衛星通信、光ファイバー等のハイテク

／ ／ ↓ ¥、 ＼＼＼ゞ

00三00
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③-2.グリーントラスト 10 

内容
●誇りの持てる街にするためのひとつの仕掛けとして、関西の共有

財産づくりを目的に実施する。

●行政や企業による施設の建設や、市民が家を新築する際などに街

の共有財産となる 「みどり 」を提供する。

●1 0本の木、敷地の 10％あるいは 10面の緑地、建設費の 10 

％をそのために使う等 10という数字にこだわって、各々ができ

る範囲で関西のみどりの環境づくりに貢献する。

● 「グリー ントラスト 10」事務局を設け、あらゆる機会 ・媒体を

通して広 く市民に呼びかけ、これらの動きか関西の市民運動と し

て展開されるようにする。

③-3.アジア歴史街道

内容
●アジアの豊富な歴史 ・文化財を活用 し、アジアの交流を更に拡げ

るための交流の場や楽しみの場づくり を行なう。

●アジアの良さを世界に発信する文化発信事業に積極的に取り組み、

交流を生みだすイベント、観光ルートの開発や基盤整備等ソ フト

とハー ドを組み合わせた展開を図る。

●アジア歴史街道振興財団（仮称）の設立を提唱し、事業の推進を

図るとともに、アジア都市連合としての結び付きを強化する。

③-4．アジア生活文化研究所

内容
●多様な歴史・ 文化 ・生活習慣を持つアジアの人々の生活者動向を

調壺・研究を通して相互理解を促進し、生活者の視点に立った社

会システムづくりに貢献する。

●アジア各国のライフスタイルや消費動向等の生活者動向の調査 ・

研究を行なう。

●研究者の相互派遣等研究者 レベルでの交流促進や共同研究の実施

等によるアジアの各国との連携の強化。

●ハワイの EAST-WEST CENTER等アジアの地域研究機

関や日本の生活者動向研究機関等との連携を図る。
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(3) プロ デ ューサーシステムの推進にあたって

これまでに述べた 「創る 」 「育く む」 「生きる 」の三つの機能を融合 させ、そ

れらを具体的に展開していくコアとしてのプ ロデュ ーサーの重要性について提案

したい。関西には 多様な都市があり 、多様な基盤（行政、企業、市民など）があ

リ、多様なプランが交錯する中で、 これらをフラットなネットワークとして十分

に機能させ得るオーガーナイザーあるいはデザイナーとしての役割を果たす「プ

ロデューサーシステム」が必須条件となる 。

これまで関西には多くの優れた集積とポテンシャルがありながら、十分な力が

発揮できなかったのもこうした存在が欠けていたからと言える。いい提案を出し

た人間に任せる、という位の大乗的なサボートシステムが必要となってこ よう。

こうしたプロデ ューサ ーの活躍の場 一環境づくりと発掘 ・育成を目指して、

「関西プロデュース・ポード」 （仮称 ）を提言する 。

① 「関西プロデュース ・ボー ド」

2 0 1 0年、社会は観客型社会から参加型社会へと移行している 。この

時代の地域開発をリードしていくのは、高い目標を掲げ、強い実行力で推

進して行く 「プロデューサー 」 である 。これまでにも本会の各委員会をは

じめ行政や他の団体など各方面から様々な関西の 21世紀ビジョ ンが示さ

れているが、いかに優れた提案もそれを実行する人に恵まれなければ実現

はおぼつかない。先見性、リ ーダーシップ、資金（調達）力など様々な資

質とともに強い情熱で地域を革新する 「人」の存在が不可欠である 。

関西の行政や様々な分野の団体が 「プロデュースする 」 ということを常

に意識し、その組織の重要な事業戦略の柱として位置付け、多彩な事業を

推進していくことが重要である 。加えてさらに、強い情熱をもった新たな

プロデューサー達が輩出される土壌を整備することが必要である 。そして

それらの様々な活動をネットワークしていく要として 「関西プロデュース

・ボ ー ド」の設立か望まれる 。

プ ロデューサーは、 ①個々のプロジェクトを機能的に推進する 「個別 」

プロデューサーと、 ②関西全体を戦略的に俯諏 しネ ットワーク的にプ ロジ

ェクトを推進する 「総合」プロデューサーが必要である。総合プロデュー

サーは、基本的機能である新たな仕掛けづくりを提案し推進する 「企画推

進機能」 に加えて、オール関西の統一アイデンティティの下で関西全体を

世界に向けて情報発信する 「広報機能」、多種多様なプロジェクトをオー

ル関西の視点に立って円滑に推進するための 「調整機能」を併せ持つ。関

西プ ロデュース・ボードが具体的に機能することにより、活力あふれる新
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しい関西が生まれるとともに、 「総体としての関西のイメー ジ」が向上し、

魅力 人間都市・関 西が世界に発信されることか期待される 。

2 0 1 0年の関西が目指す 「魅力人間都市」の実現に向けて、 「関西プ

ロデュース・ボ ード 」 は、これまでに述べ た諸提案をはじめ各方面からの

提言や様 々な広域プ ロジェク トを具体的に推進、調整する総合プロデュ ー

ス機関となる 。

■関西プロデュース・ボードの展開イメージ

企業

経済団体

関西プロデュース・ボード

市民

市民団体
各府県行政

連携

総合プロデューサー

日
RESEARCH→PLAN→DO→SEEサイクルに
よる、新たな仕掛けづくりを提案する機能

関西の統一イメージの下での、世界に向けての情報発信を

行なう横能

互いの個性を尊重しつつ、オール関西の視点に立っ て、

イベント・プロジェクト等の円滑な推進を図るための概能

KANSA［都市連合としての

テーマ

プロジェクト :::IIIIII::: 

KANSAI 
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「関西プロデュース・ボード」は、 （段階的に機能整備を図って行くべ

きであるが）目標として （1) 地域のプロジェクトを総合的・戦略的に推

進できる立場とヒト・モノ・カネ・情報等のパックアップ体制の整備、

(2) プロデューサーが活躍できる環境整備と今後活躍が期待されるプロ

デューサーの発掘・育成、を二本柱として展開する 。

関西プロデュース・ボードの設立に当っては、経済団体・企業をはじめ

市民団体、各府県や国等に広く呼びかけ、設立に向けての 準備会を作り推

進し て行 く必要がある 。 そして中核となるプロデ ューサーの発掘・ 育成の

仕掛けづくりにについては早い段階から産 ・官 ・学の協力のもと準備を進

める必要がある 。

また、企業家や投資家に 対してもベンチャービジネスの支援・育成に資

金面からのサボートを行なってきたのと同様に、このような活動にも理解

を示し支援体制を取 ってもらえるようにアピールしていくことも必要で あ

る。
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② モデル地区での推進

2 0 1 0年の魅力ある関西を実現するにあたっては、成功事例を目に見

えるかたちで提示していくことが効果的である 。そのためには、モデル地

区を設定し、集中的に人・モノ・金を投入して具体的な姿を創っていくこ

とを提案する 。

モデル地区での推進を検討する 具体的 案件と して、先に述べた 「エンタ

ーテイメント・バレー 」を取り上げ、 立地要件について検討を行な った。

●エンターテイメント・バレー

〈イメージ 〉

●情報インフラをベースとして

•起業家 や関連事業者、 関連研究・教育機関等が高密度ネ ットワークを形成

し、

•協働して 新たなエンターテイメントビジネスを創出し続けるまち

•ま た同時に、職・住・遊か互いにリンクすることにより、働く人にも来街

者にも楽しい生活を提案できる未来都市

〈立地要件〉

•利便性が高いこと

・多様な交通アクセス （陸 •海・空 ）

•都心からの時間距離か短いこと

•既存プロジェク トとの連携が しやすいところ

•未・低·再開 発地域に可能 な敷地があること

•職・住・遊が融合していること

具体的なモデル地区選定は、今後研究会等を設置 して検討を加える必要

がある 。

③ タスクチームによる推進

モデル地区での推進と同様、具体的なテーマを決めてモデルケースとし

て推進していくことも重要であると考えられる 。モデルケースで推進を図

る場合には、今までのような企業の連携にとどまらず、それぞれの企業か

らモデルケースのプロ ジェク トに参加し、チームを組んで推進するといっ

たタスクチームでの推進も新しい試みとしてとり入れていく必要がある 。
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④計画中のプロジェクト・イベントを活かした推進

現在、関西には関西国際空港の 全体構想、関西学研都市、明石大橋、大

阪湾ベイエリア開発、オリンピ ックやサミット誘致など、数々の大型プロ

ジェクト、大型イベント計画が目白押しである 。 20 1 0年の関西像を考

えるに当って、これらの数々が完成又は既成した姿とその効果、影響を視

野に入れる必要かある 。

これらのプロジェクトを通じた関西からの情報発信、整備が進む交通イ

ンフラ、情報基盤整備、費やされたエネルギーや資金、ソフトの蓄積など

関西が得る多くの 「財」を活用したアク ションプ ログラムを作る必要かあ

る。

⑤行政との連携

活力あるプログラムを推進して行 くためには、 ，何よりも民間 ーとりわけ

企業人がその 主役を担っていく覚悟が必要であるが、その 実現のためには

行政との連携、行政との協力関係が重要である 。

この 場合重要 な概念は 「企業市民」 とい う考え方である 。企業 も一市民

であるという考え方はこれ までどちらかというと企業の 側から企業のある

べき姿、あるいは役割といった観点から述べられて きたが、ここでは行政

との関係で、都市の中の構成員 として 企業 も一市民としての 立場 に立つと

する考え方を強調 したい。

経済団体ないしは企業が発案するものであっても、それは企業という 一

市民の声であり、それら市民の声をどう行政に反映させることができるか

という観点か ら考えていこうという考え方である 。頼り、もたれ合 うとい

う関係か ら、企業と行政そして市民がそれぞれ自立した立場で、お互いの

役割を認め合 いパートナー シッ プを組んでいくことが必要である 。
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くおわりに＞

当委員会は関西の将来像を描く時点を 20 1 0年と設定した 。

2 0世紀の初頭かそうであったように、世紀変わりの混沌の数年を経て

新しい世紀の実体的な姿が現れるのは 20 1 0年頃であろうと思われる 。

そして、その頃は計画中のハードの大半か出来上がり、地球環境・情報化

•生活者本位・規制緩和・ソフトの時代等々、いま声高に叫ばれているこ

とがコトバ先行から実体として定着していく時代でもある 。不自然・無理

が嬌正され、自然体の納得のいく時代、流れのよい時代が実現されている

可能性が高い。垣根のない社会で連帯・共生に価値を感じ、相互連帯の中

で幸せを感じる、本 当意味での 「クォリティの時代」が出現する 。

一方、グロー バル化が進む中で、地域間競争も激化する 。関西が頑張る

と同様に国内、海外の他の都市群も力を伸ばしてこよう 。 20 1 0年 を支

える若者達の パ ワーを今から活用しつつ、関西独自の磁力を蓄えることが

必要となる 。

関西は古くか ら豊かな歴史、文化、自然環境に恵まれ、ア ジアを中心と

した国際交流を通して 多様性のある独自の先進的な精神風土を生み出して

きた。 21世紀は多様な魅力を持つ関西の各都市がこれらの 集積を活かし

て、明快な地域アイデンティティの下に強力な都市連合ネ ッ トワークカを

発揮することが期待される 。

こうした動きを促進し、あるいはその触媒となる組織体の提案を以て、

期待のもてる時代 20 1 0年の関西ビジョンの提言 とする 。
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〈表 ー 20 0年までのプログラム 〉
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平成 6年

6月 20日

7月 15日

7月 18日

8月 22日

1 2月 19日

平成 7年

2月 14日

2月 16日

4月 3日

4月 19日

5月 17日

6月 15日

6月 16日

6月 21日

6月 30日

平成 6 7年度 新しい関西委員会活動状況

正副 委員長会議

「平成 6年度の活動方針について 」

スタッフ会

正副委員長会議

「関西の将来像についての 主要提言の検討」

正副委員長会議・懇談会

「関西の将来像 についての 主要提言および

平成 6年度の研究課題 ・運営について 」

正副委員長会議

「委員会の今後の研究課題および運営について」

スタッフ会

正副 委員長会議

［チーム別テーマに基づく報告および意見交換」

スタ ッフ会

講演会・常任委員会

「 安全•安心なうるお いのある 街づくり 」

講師建築家安藤忠雄氏

講演会・常任委員会

「阪神大震災が都市生活者の心にもたらしたもの

一新しいコミュニティー像を求めて 一」

講師 京都造形 芸術大学教授 野田 正彰氏

正副委員長会議

「平成 7年度の 活動方針について 」

懇談会

「21世紀の関西のビ ジョン 」

講師 国立民族学博物館 顧問 梅柿 忠夫氏

スタッフ会

スタッフ会
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7月 11日

7月 25日

9月 6日

9月 28 

~2  9日

1 0月 25日

1 0月 27日

1 0月 31日

1 1月 2日

1 1月 16日

1 1月 22日

1 2月 20日

平成 8年

1月 9日

1月 11日

2月 6日

スタッフ会

スタッフ会

正副委員長会議

「提言の方向性について」

福岡市、北九州市視察

スタッフ会

講演会・常任委員会

「アジア太平洋時代に求められる都市の総合カ

ー関西における観光立都の可能性 ー」

講師
国立民族学博物館 助教授

総合研究大学院大学助教授

常任委員会

石森 秀 三氏

「提言作成に向けて ー 3分科会からの中間報告」

スタッフ会

スタッフ会

正副委員長会議

「提言のまとめについて 」

常任委員会

「提言 （案） の検討」

常任委員会

「提言（案） の検討」

提言 「 ～アジアの 『 光 』 輝く都市連合•KANSAI を

目指して～ 20 1 0年の関西ビジョン 『魅力人間都

市』」 （案）を幹事会にて報告

提言 「 ～アジアの 『 光 』 輝く都市連合•KANSAI を

目指して～ 20 1 0年の関西ビジョン 『魅力人間都

市』 」 を記者発表
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平成 7年度 新しい関西委員会常任委員会名簿

（敬称略・順不同・役職は平成 7年 12月現在）

委員長 志 水 洵 博報堂 副社長

副委員長 横 山 善 太 日本航空
取締役

大阪支店長

II 桐 山 謙 大阪国際見本市委員会 理事長

II 山 下 健 大林組 副社長

II 江 崎 勝 久 江崎グリコ 社長

" 帯 野 久美子 インターアクト・ジャパン 代表取締役

II 藤 洋 作 関西電力 取締役

II 天 野 英 毅 日本開発銀行 大阪支店長

II 斎 藤 顕
マッキッセ•,-7‘ノト、力‘'//¥ 0ニー，

大阪副支社長
イソク．ツ·•ャ II゜ ソ

99 井 上 龍 吾 全日本空輸
専務

大阪支店長

II 笈 JI I 隆 日本 エ アシステム
取 締役

大阪支店長

常任委員 荒 J 11 宜 ＝ 大和銀総合研究所 取締役

井 上 尚 男 住友金属工業 取締役

泉 寿 夫 日本交通事業社 取締役

臼 井 剛 栄泉不動産 社長

景 平 直 雄 日立製作所 関西副支社長

柿 本 寿 明 住友キャヒ゜タル証券 副社長

木 村 啓 介 関西国際空港 副社長

木 村 庸 利 電通 取締役

小 松 清 吾 日本電信電話
理事

関西副支社長

佐々木 基 彦 住友信託銀行 調査部長

- 45 -



城 田 廣 平 富士通
関西営業本部

副本部長

瀬 ) | | 佑 一 郎 松下電器産業
社会文化部

部長

寺 内 弘 行 住友商事 取締役

天 宅 陸 行 さくら銀行
取締役

大阪支店長

永 原 義 夫 王建工業 社長

西 村 辰 夫 エフエム大阪 社長

ム月ヒ巳 美 晋 ホテルニューオータニ 料飲部 長

原 田 明 神戸レジャーワール ド開発 社長

松 原 徳 阪急電鉄 専務

宅 祐 司 三洋電機 専務

宮 崎 雅 三 和 総合研究所 専務

村 田 允 C S K 相談役

山 本 誠 貰 NTT関西移動通信網 副社長

横 山 齊 日本通運
常務

関西支店長

.:±: 田 郎 南海電気鉄道 専務Cコ

吉 野 国 夫 ダン計画研究所 社長

堀 JI I 紀 年 博報堂 関西圏開発部長

斎 藤 男 博報堂
関西圏開発部

担当部長

清 水 泰 子 博報堂
関西圏開発部

プロデューサー

中 野 隆 日本航空 総務部次長

富 田 祐 志 大阪国際見本市委員会 管理部長
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竹 内 孝 大林組
営業第 三 部

営業課課長

中 木称 敏 裕 江崎グリコ 経営企画室課長

山 本 樹 インタ ーアクト ・ジャパン 調査役

小 JI I 秀 樹 インターアクト・ジャパン 調査役

八 嶋 康 博 関西電力
企画室

調査グループ課長

山 本 直 人 日本開発銀行 企画調査課長

岡 田 典 子
マッキ‘ノセ ‘‘ -7‘ノト•， h'/II ゜ ニー， インフォメーシ ョン・

イソク．ツさャ／＼ ‘゚J スペシャリスト

小 林 俊 全日本空輸
大阪支店

総務課リーダ ー

岡 崎 幹 夫 日本エアシステム
業務部

業務課長

事務局 萩尾千里

昭

弘

子

佳

規

義

康

真

美

名

尾

飼

井

梅

松

犬

坂

関 西 経済 同 友会

関西経済同友会

関西経済同友会

関西経 済 同友 会

関西経済同友会

事

長
幹
局

任

務

常

事

企画調壺課長

企画調壺課

主任研究員

企画調査課

企画調査課
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～アジアの「光」輝く都市連合 •KANSAI を目指して～

2010年の関西ビジョン
「叫ブ人nn郡市」

平成8年2月29日発行

発行者 社団法人関西経済同友会

常任幹事
事務局長 萩尾千里

大阪市北区中之島6丁目 2番27号

電話 (06)441-1031

印刷所 東洋印刷製本株式会社

大阪市東住吉区桑津4丁目 6番17号
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ì..▲ 
↓ 

.. 
3
r
 

し
、
、
Isl

f
 

.. 
’
 

會

』
.
w

・
｀
 

べ＂＇

i'.'. 

、.．．
 i
 

'
、'・ 

●

,

 .

.

 

．

．

 

・

,

`

 

•'," 

，

．

ゞ
、
＇
メ

・

i

,
9
,
’
 

.

.

.
,
'
 ＇ 

f

,

‘

 

9

,

 

,

9

.

 
,

・

9

・

・

 

9
9
・
・
・
’
]
.
.
‘

g
 

'

,

'

,

9

.
ビ

r'尋

9

、
，

．

，

 

．

．

 

ょ
'

'

,

9

t

.

.

.

,

j

 

.

4

,

f

・
,
r
 

`••,.-<’

、

.

'

.

,

、

'

,

＇

，

ヽ

＇

ヽ

，

＇

・

‘

'

3

9

,

'

,

.

9
,
．
．
．
ぶ
，
け
＂
n

r

r

．
＇
，
＇
ず
，

•' 

↑

・

・

`

 

,
9
.
,
9

パ^ピ
'
9
,
t
.
,

9
,
 

贔
~

．
 

．
 
』

~
~
”
 

.
 

.
 ~· `̀ 

1. 

`‘ ぅ：

'',.r・ 
，ヽ

• ̀  ・ 
't. 

-. 

.
‘
,
9
.
"
 

『

、

'

`

.. 

9
 

．

，

 

ヽ

,

'

“

・

，

．．
 

，
＇
’
し
、
9
‘
ヽ
p
.

、

/

’

ー

9
.
,

t

“

t
,

r

.

.
 

r

`

,

9

 ... 

‘

;

9

r

.

/

)

/

 

．

，

＼

，

．

／

．

r

 

，．． 

．

．

 

ヽ
f
J
,
.

9..‘,• 
`

▼

.

.

.

 

.

.

.

.
 

.
 
'

、

.

.

.

 
‘

.

 

'

,

.

、
`

'

9

,

.

、

.

.

,

9

9

9

 

.

.

.

 
1
 
.

.

 
‘
、
r

,

.

r

.

`

.

,

-

`

"

'

]

'

,

入

9

9

 

．
．
 

.
'
,
‘
、
J
.
.
`
.
J
J
,
.
、
’

,’ 

.

.

.

 

ナ

-

.

.

.

'

/

f

,

.

.

r

,

5

 

｀

．

 

,

9

.

 
‘
 
.. 

~. 
.
"
・
 

1
.
~
‘
1
~
~

□
 

9

9

 

，
雪

”
-
'
~
•
一

.
,
r
 

，＇ 

9

し
ミ
~
，

一
~

＇， 

.

.
~
、

~
:
:
1
,

ウ

、
’
~
~
9
,
9
,
'
r

”↑
9
.
,
!

i
 

‘

’

 

“ヽ
1

・

,

9

,

 

f

9,'~ 

.

J

d
.
i

9

:

'

 

,
~
9
.

、

し

＇ ＇
 
i
.
 

'
,
`
 

．， 

・...'. - " 
杞・j̀, ・ ・ • ． 
.., •Vう· fヽ

.. 
.9 .. 

ド
．
i

3ヽ
,.

.

.

 

、． 
．
 

~· '~ 

.‘ 

.. 

y
 

，

．
4

．
召
．
，

.
A
ヽ
．

好＂
．
 

．．
 

．．
 

，
ヽ
・
,
 
.. 

,
.
`
-
.
“
 

＂， 
9
.
 ＇ ， 

．．
 

，
 

・’
 •9 

ヽ~＇

9
b
 

ヘ
』
●

，
疇
―
-

ヽ

騎．

'、
ヽ

,j, 

．`｝・、1,1

．

．

 

~
 

．． 

Y

.

 

~
．
、

.

.
 
‘~t' 

し

＾

｀

J

‘

ヽ

．．． 

t...,~~ ：

‘

＼

ヽ

、

＄ぃ‘:°”’

‘

.

d

 

・
~

ヽ

，
 

•
~
~
 •V..... 

.

.

 

.

.
a
.
 

バ
．． 

7

.

'

 

J̀
 

.

.
 9
.

 

5
 
.
.
 

、̀
．．
 •J
・

.J 
．．
 
、,
[
.
 

,• 

’
 

↓
•
貨
＼

9

、

.、}A.a9, 

→,.  

i,'  
9 9 

．，， 1．..99 

‘̀ ー＇，し．．こ
’'9 

・・ 、t

少`

」
＼ 
'-マ
ヽ

．；・，ヽ
•~’ 
,. r ← 
.,' 

•‘ 
I.  •. .,, ，． 

.'. ~·..,...:·... • 
2. 
.,: •~ 
、-

t『

" 
' .. 
』..

』"

．
 

，
 

•£ ．．
 

＇ 
5r~ 

•J 
"
9ぷ
t

,
.
t
：
ベ

,
9
A
v
 

9
.
 

•
一
．
．
．

.

.
 .
.
.
 

、5
9

.. 

．

，

 
．．． 

ぃ
—

.

.

.
 ̀
 

... 

ヽ

,

9

 

.

.

.

 

,
.
J
“
 

ヽ

・

・

'、

ヽ
-.. 

,. 

、
．．
 
C

．ヽ

｝
｀

A
し＇•9 

.,し ;‘’̀, 9 • 

，
 

．． 
I
-
,
 

、
．．
 

．
．
．
芯
‘
ヽ
ぢ
｀
｀
｀
。
7
．

d. 

"‘ 
,.ン

，．喪

9 9.',.  

',, 

＇ ̀・ ＇文

t
,
 ヽ

9
,
 

.̀p.., 
ヽヽ

1
-
・
 

F
-≫
 

・ヽぷ•,9 

`

i

、

9

:

`

9

、

9

、

.
2
k

,

'

`

,

.

 

，
i
▲
し
'
,
`
‘
ャ
・
ヤ
，

.

,

9

.

'

i

"

,

9

 

i
 

9
,
‘
,
 

.

.
 

`
 

'
・
9
、
t
‘
.

5
,
.
e
r

、““6,
.

』
.
.
‘

'

,

9

、
'
、
・
・

9
,
 

.

.

.

.
:
¥
 

し

,
9
 

,' 
，＇ ,. 

~· 
,~ 

,. 
，・ ｀ヽ ‘'..
ー＇ 9.'，．‘• 9,  

¥ -` • 
，~．．→＇・．．．

..."と、＼．ヽ
.,、・ 1̀. 9← ` 

r 
.̀
 

、
・
・
‘
い

9
＇
~
、
J
A
 

＇ 

‘•.戸.,. 

、し
;、
,.  .、
”―` ),.I 
) ¢‘ 

•' 

，． 

•‘ 

｀
 

"i←. 

、~ ~’ヽ

.’
 

＾
 

J
'
 

9i.¢ 

9,  り

，，． 

_-,/ 

言
、’
 ｀
 

.99 

.

,

'

 ヽ

.'.'''''.  

9,.  • 9,',9  : •, 

｀
へ，
 

、t

‘,4 

ムヽ
.‘
 

，
 
`
‘
 

,. 

h
t・
l
i

t

 

贔

ー'.一.
I
 

.— 

．． ・、

．

｀

，

．

＇

 

．

｀

 

｀

ミ

ヽ

．

j

・

-

.

 

,
.
し

r

k
i

.

¢

,

a

.

、
9
い
可
｀
：
•
•
一

-

9

.

-

`

‘

.

.

.

 

ー
＿
・
い
≫
・
ぃ
9

.

9
 
.. 

,

.

 

．． 

，

ヽ

．

1,.. 
.
J
り
ヽ
｀
‘
・
・
・
ー

、

:

'

t

"

‘

.

9

,

.

.

.

.
 

.

.

.

.
 

•
J
・

1
"
'
5
.
;
'
’
j
.
"
、
冒
↑

-
.
.
9
,
 .
.
 

J
．
ー
，
｀
｀

•-9. 

i

,

,

'

t

,
9
.
 

．

．

．

．

．

．

し

,

9

 ．．
 
遭

．

．

 

-

.
 

.

.

.

 

'・▲

,

ー

-

’

・

•
一

.. 
,
 

-.
 

.. 

f

9
.
.
.
‘
•
•

一

・―●

:
9
.
I
.
 

,

.

.

 

．
 

r

.

.

-

.

 .
.
.
.
:
"
-

.

.
 

-̀ 

‘~. ．
，
 ヽ

.

.

t

 

,•t 

1"9.·~ 

i

.9 
•, 、r,
.

.

 

J

•
V
・

··~.r 

‘̀ `． 
,.4~ 

9

.

、

9 、

9

,

 

，
~
・

・
~

・・
 

•• ・
~

鵬＇`
｀

、9
.

ii ＇ 

，
 
｀` 4.

 

し

i
．
t
ヽ
'
・

ャレ

•
『
f
., 

・・
 f
 
し

ヽ
f

贔

．

、
，
 

~
ヽ

"
r
,
 

ピ

’

.

~

~
．
ヽ
す
~. 

・' 
., 
..  
， ,・ 

ヽ

f 

，`
 

'
●
＇
（
ー
‘
.
.
.

;
'
,
J
'
,
`
贔
~

., 
.’,.,J
,
9
A
K

｀
り
，
’

ー
↓
 
≫
 

ヽ＇ 

，
 

9

.

:

‘

 

., 

,1.'.‘¥ 

.

.
1
 

‘
`
 .̀ ，＂ 

し

ヽ
.
9
・
.、
9

•9. 

．` 

'
、

4

・
,
 ,•9 

＇ ． 

．`
 

．．
 
‘・

.

,

'

,

 

,
'
,
.
‘
 .
 

.
 

~
 

.. 

．． 

ヽ

.
9
”
 
．、

、.9 : : ` 

｀ 
. •.. 
h 

‘̀ ヽ

•
』

・
▲

T
、

`

9

・

 
＼
 

●
,
・
 

‘
 
.. ヘ・

．、
．．
 

｀゚
、
．．
 

，．`
 
．． 

9

.

9

 

c 

：ヽ~｀~＇

、:'j..‘̀..: 

ヽ
•
る
・・
 

．．
 
.. .
 

9
 

,

・

,

 

‘
 
..
 ．
 

9

.

,

 

'~ 

.

.

.

.

.
 
.. 
,
、
f
・

9
,
 

.

.
 

ヽ

.,~ 

ヽ． 

9
:
•

『
^

＼
，
 '、.
．
 

r
 
,9 

ヽi
』
fl

・ヽf

．
 

.. i. 

．．
 

＇` 

,
t
f
 .. 

＂ 

9
.
 

＇ヽし9し・

,' .-. 

. 9' 
こ、'•

"

]

 

,
"
.
'
 

t

9
,
 

9
9
 

"
?
]
,
.
'
'
↓
．
ヽ
~

•~·~_—  ̀

ヽ`
ヘ

.~ 
す

[

・

＼
 
9ヽ

.

 

．．
 
し．ヽ
9
,
 

．．
 
＼
．
か
’

．
入

~
一

、
~
•
~

．` 

，
 

~
ト
、
上

9:’ 

ー
.,'̀ 
,'̀
‘、●、

.' 

，
 

9
9、
'
i
~
、．．
 

，
~
・
‘
、
~

ー

．

．

 

9 9 :、:.

', 



・・̀
’ 

,9,9, 

し
'
j
r
、

4̀ 

ー

9
.
,
`
 

~9,' 

I~I~'‘ 

・‘ゞ＇

疇

‘,u・・

．
，
心
r
.
.
.
,

・’
 
↑
9‘
 f

.

‘

 

•‘ 

'

,

 

.
“
3
"
'
.
 

•9.‘ 

9
.
}
 
,

9

・

.

.
‘
'
 

.

.

.
 

．` 

.. 

,'・

`
、
卜
し
．
．
．
｝
＂

9,.9.̀ •,.,. 
4

.

.

.

.

.

,

 

.

‘

.

 

•9. 

-9 
9̀
 

．

．

 

-

.

.

.
 

，
 

t
y
‘
ー

:
9
.
5

t
"
9
.
9
‘
.
 

A
h
.
.
 .
.
 ̀
1

,

 

‘、

し
'
i
r
‘
.. 

＇
，
ヽ
・
・

9,,.,• 

、9

.

.

9

,

.

 

々
，
ー
．．
 
”

｀

?

 

,•',• .J';'f.— 
.

7

,

h

o

 

|
ゲ
'
ヽ
・・ 

，

．

 

ー
ー
、
i
n
,
_
`

、
や
／

9
,
 

-

J

}
-
r
 

‘、
1
 

．
 

.. 
-. 

9
.
1
 

J
 

9•9 
―

-
7
S
i
 .. 
ムヽ

.
9
.
.
 

ヽ

.

.
 

— 

し

`

.

9

 

.

.

.

 

9
9
9
.
.
.
へ
t
.

`

.

9

.

 

、

.

.

,

r

8

●

¢
,
.
.
,
p
”
'
¥
J
●
い

•­
．．
 

ヽ

．．
 
＇ 

、9
[

'

)

'

し
ざ
汀
・

↓
 

ヽ

，
 

.
:
`
f
.
 

り

9
f
^
1
f

，
 ．．
 ＇し

,L~ 
、

と

・

，
 

.、: : •. 
、•`,·,. -. 
、^・.
＇ 

49 

’̀ 
．
 

9
-

ー・

.. ’―
 

"
t
`
`
'
 

’ヽ ~b. ；
よ
、
．

•9 

し．：

,•9 

．鼻．

‘’ ヽ

J
 

ぷ
"

r

'

r

,

.
'
‘
,
`
 

＂
｀
，
喜
‘
し

ヽ

~' 

，
 

9,,• 會

，
,
6
 

＇， 
.
t
●
'
?
1
 

i
k
"
 
＇ ... 

', 

．＇ 

つ

り

、

，

t

，

'

,

.

.

ず
ヽ
~
t
よ
占
士
必
；
＇

IA,’

.

,

.

f

が

上

ぃ

＂`い・

・

・

・

'

,

'

 

ャ
、

,

9

 

．．
 9
、
,

,
'
,
'
 

り

ヽ
＾
~

,
’
ふ

4ー
コ
＞
，
ず
い
｝
＇

， 
、, 1‘ 
9,.  :」と＂・ 'h
’’, ;,、̀ •• •,\ 

‘. 

`—· 

．．
 
L
 

ヽ

｀
＊
し．．
 9

、.
,‘ 

、，

.̀ 

.

.
 9 9L 

‘• 
、
J

ー
~

9

.

 

ヽ

9

.

9

・
:
‘
↓
 

，
 

~' ．
．

 

、

，

ゞ

,
 

.

.
 
.. 

9

9

.

 

,
.
'
:
・
4
,
'
・
 

9
.
 

・"
9

,

.

{

,

‘

.

-

.

'

•, 

,',.99, .
.
 

、
,
;
'
.
.
i

.

.

,

.

 

．
 

．．
 

＇ 

.

r

,

.

 

x

.

.

 

'

,

'

 

9
 

.. 
,g

9.̀ '‘• 

．

、

＇

｝

．

·
ヽ
’
9
：
＇
一
•
3
•
9
)
.

．

、

；

・

・

「

＇

・

ト

・

ー

9
,
'
/
•
f
·
·
"
'
、

•9.-. 

9'

ヽ

．
，
 

.

9

,

・

・

・

,

i

.

 

．

，

・

．

9

,

ヽ

』

、

t

.

-

,

.

．． 

9
，
す
•
`
．
．
ヽ

,. 

.,.”•9, 
.

,

、

h

,

;

‘

.

4

．

ヽ

｀

＇

．

`

9

.

、

今

疇

/

t

.

、

ベ

.

t

;

'

J

 

.

.

.
 

,
"
ー
・
ト
f
.
'

,
9
F
.
 

,

9

ヽ

．

＼

，

．

，

ヽ

i

,

'

．

．

 

.

r

、

'

↓

’

．

．

 

9
.
,
1
,
 

、
'

i
噌
．
‘
:
＇
k
ー
が
’

ヽ

'.'ヽヽ

'~99 

.

I

.

`

f

f

淑

念

．

4

ぐ

、

．

つ

，

．

，

；

ヽ

，

＇

社

、

＇

●

,1 

・

,

.

、

`

"

.

i

F

 

.. 

.. 

、
i
t
'
9
.
`
‘
.

・

入

ヽ

‘

1

・

'

・

・

・

9

,

・

9
 

.

.

 

v

,

9

,

 

.

`

‘

,

'

.

、

‘
ヽ
．
9
,

¥

・

 

1
 .
.
 f

¥

,

;

 

.

.

.

 

,

9

,

f

 

.
“
aヽ
・
｀
＼
＇
（
＇
，
＇

．．
 

J．r 
.. 

'

,

'

`

’

9

,

 

J,. 

,"•,' 

＼
 

ヽ
i
 

,r 

9▲ 

9̀
 

、4".‘,' 

,"‘ 

，` 

ヽ

9
r
`
.
、
-
9

.. ,.' 
、

，
 
·~•. 

’
~
『

9
J
'
{

ヽ

••‘ 

I 
●●●.  •• r I, 

• ・.,,,, 
9ム~，．；’.»ィ；＇

‘̀ 

., -: 

•
、

9

9

.

 

‘

9

.

,

'

,

'

-

.

、

.
 

.
 
p
,
r
y
ヽ

．
．
 ヽ
．
．

．． 

'
•
ゎ

．

．

．

 

『

3, .. ↓
..r 

.

.

.

 

9

.

'

 

9

9

,

 
.
.
 ̀
)

t

1

”

’

”

.

J

 

.

.

‘

、

.

、

.

≪

、

J

9

`

.

，

ヽ

1

,

 

9
 .

.

 

,
 

.

“

.

y

,

'

 

＇ 
．

．

．

 

．

．

 

:

1

.

f
;
よ
.
.
.

A
が

4

、

'
‘
,
’
 .
 

.. '
 
.9 
，
．
 

ヽ~9 

.

.
 

・
 

9

9

.

”

.

,

 

，
．
，
讐

•9, 

.

.

.

.
 

.. 

1

.

 

9
,

、

と、9

、
i

v

.‘ 

、．

,~ 
．． 

.~ 

.
I
し
・
4
.. 

．
．
．
 

9 ●’ジ‘

．

．

．

．

．

 

、
.
’
f

.

.

 
9
 
.. 

9・

•
J
●

9
.
9

・

r

v

 .. 

9
●

9

.

 

信
~
．
t
.

i
 

．．
 r．ヽ
‘ヽ

｀
 ．． ≪、

’.9, •• 

9
'
.
 ＇
、

，
 

9. ,. ヽ

.. 

9
 

9

.

,

 

~
~
・
~

，
 

.~.9

•~ 

,
 

.. 
.
 
、

，
 
,
 
., 

，

ぐ

一

J

，

．

 

.,r9.9~ 
’
▲

1
 

讐
~
．
．
'

,

 

~
 

.

.

.
 
,
 
.
.
 

~
 

,
.
,
 

~9 

.. 

r

,

.

 

;

'

-

.

.

.

 
~. 

,~’-

.

'

,

‘

y

 

·‘1·~

J

o.

J, 

4

.

V

 

.

.

 

J

9

.

 

ヽ

・

．
．
 

ノ

~
~
 

．
＼
 

•• 

`"~ 

‘
 

｀
~
ヽ

＇ ，
 

暑
｀
、
．

'

[

9

,

`

 

J

.

 

．．
 ，
 

]
.
,
6
.
,
.
 

ル

f.̀
 

,
9
 

'
[
、
~

'‘
 

.9 ．． 
ヽ
，
ヽ
1
,
'
.
9
.. 

9
.
 ヽ

2ヽ

・
1
4
~
、
,
.
‘
.
,

',•4,.,. 

、
.
r
'
J
.
,
•
•
(
"
'
,

`
r
↓
 

r
.
’
 

.. 
1

,

'

・

.

.

.

 
r

,

‘

 

・

,

 .

.

.

 

,J-
.

.

.

 

..9t"9.̀
 

.

.

 

’
 

-.

.

 

‘
 

9
 

.

.
 

9
 .

.

.

 

，
 

、

.

.

,

'

.

.

9

1

｀
 

．

．

．

．

 

｀

＇

、

．

↑ト・、

．．
 

、

.
、
9
．
，
●
，
•
•
[
•
•

1

.

r

ぃ

~

J

.

.

 

．．
 

ゾ

↓

．

’

，

.

f

い

f

.

.

.

 

」
,
J
'
/
.

.̀' 

,
 

... 

,
 

.

.

 

“
.
 

,.f

{••A 

.. 

‘

'

 

., 

.

.

.

.

 

‘
.
`
ん
,

.

.

.

 

9

,

.

J
 

‘

'

 .

.

.

 

、

’

｀

鼻

ヽ

’

.. r
 

．．
 

.

.

.

.

 

じ
．
、
．
9
.
t
｀
ヽ
．
．
．
！
’
•
ー
・
・
ド
・
9

.

"

‘

r

,

4

.

`

,

.

,

"

,

.

.

9

,

f

’

?

J

、

"
’
 .
.
 \
‘
,
`
.
'
.
9
.
,
.
,
4
し
，
•
•

.

、

i

,

.

.
 

,

.

`

.

>

。

・

ぶ

"
Aド

A
.. L
'

`

 

,

.

-

、

;

,

9

.

,

今

ヽ

'

,

'

.

.

 

¥
 

.. 

A
 

.

.

.

.

+

.

9

.

.

 

.

.

 

、

.

g

、

ヽ

叫

＇

ー

：

1
；;
,

v
．い

•
L
9
:
l
、
｛
・
ヽ
‘
9
`

冨

ぃ

：

d

＇

泣

f

.

J

・

，

g

,

，

令

、

‘

ぶ

i

?

.

'

』

>

.

｀
｀
ヽ
い
、
．
＇
~
ぐ
'
[
•
ム
9
ピ
．
．
ー
・
→
ヽ
＾
が
．
応
·

.

》

-

、

.

`

’

ヽ

．

f

i

"

,

9

．

．

 

文

・

，

．

‘

4

9

ヽ

．

．

．

、

し

文

[

.

"

•4 
9
『
`

． 
’̀ 

さ，

..,._・. 
．ヽ．·:.'·•'

～ 9,↓・
e 

;,. 4: ̀  

.
I
 

．
 

., 

'・
 

，
 

●’ 
9. ,9 

．
 •?  ̀

9

.

I

 ヽ
9..、

ヽ

・.

.

 

'
 

,
'
9
.
.
.
 

．．
 

／
 

．．． 

~
 

,
 ..
 I

^

'

・

 

•' 

.
-
.
.
 

.... 
`
 

』

.

.

 

`

.

 

¢
‘
 

1

亀’

,
.
.
.
.
.
.
、

ヽ

.
9
.
,
.
r
 

.

.

.

 ,

‘

I

 

9

.

9

r

、

'

.

.

.

-

,

 

＾
 

ヽ
,‘' 

:', (',9; , 
レ， 9

＇・.，l̀ 

，；勺9¥ ;,9. J / k 
9 、●',9 べ•

’,’ 
'・., • : 9, •, 

，＇．  

ヽ~ ~ ~, 

.
、

9

", ー

9,., 

9
 
.. 

,91 

』,'・

『

9

.

.

 

,

9

.

 

,
.
,
9
'
ー
ト
ー
'
'
・
ヽ

.
'
,
.
9

、

．．． 

9,.’ 
.
.
 
"' 

.

.

 I
 

9•9 

・

-

.

1

9

.

¢

"

i

 

f
~
"
で
i

... 
“し・

.~. 
,
i
.
p
<
'
 

9
ー
・

'̀ ’':)9.~• 

．
 

9

.

 

9

,

 

4
ヽ
．
’
，
‘
,
'
、

9

.

'

)

'

 

・
ヽ
｀
ノ
4
`
’

＇ヽ

．．
 

1
‘
L
ヽ
u
'

‘
 

9,'‘I 

，．＇ 

9

.

＇

，

J

¥

ゞ

、

t

.

'

ヽ

・

．
9

，

ー

・

'

・
5
9
,
'
 

，
 

,9.↑ 
.. ,
 

.. 
,̀' 

.

.

 9, ... i

、

、

J

,' 

'
↓
．
 

9ヽ
,
 

.
、
,
9

↓

.

I

 

，
 
．

．

 

疇

i

,

.

9

・

‘

.

 

●

●

'

,

 

•
み
、
＇
雪
・

‘

,

9

ヽ

・

ベ

：

ー

・

人

・

オ

＇

.
4ク
“
'

;

`

;

,

 

.

.
 r

,

9

 

．． 
ぃ
9

.

ぃ

,
 
.

.

.

 

9
 
.
.
 

‘

、

t

,

.

.

.. 

.
 
.

.

 
J
《
’
も

．．
 

9
 

.

'

ヽ

，． 
.
J

.
3
.
 

•L•• 

.
r

、

.

/

.

••V9 

.. 
A
'
A
.
9
,
‘
,
‘
ヽ

．

．

．

 

，
 

•‘,'r,.9, 

．

．

．

 

し．． 

、9
，

.

.

.

,9 

~•' 

9.‘ 

I
'
 

ふ‘
.. 

百
，
•

、P

.

.

 

．

．

 •も
＂
．
•9. 

．
．
 
畜・ヘ・

9

・ヽ

.

.

.

.
,
 
.
.
.
.
.
 
‘
'
 

.. 

•9.' 

9
 
.
.
 '.卜

9
,
.
y
．
し
、
・
ら
，
．

9

.

9

・

 

.

.

.
 

し・
ヽ

ハ

9

.

.

.

し＇

．

．

 

,• 

·
,
'
ぃ
冗
．
1
•
J
t
i
/
,
、
J
f
卜
ぶ
f
w

々

.
 

.
 
'
`
K
r
'
,
9
.
9
L
．
＇
｀
名
＇
・
＇
｀
・

.. 
9
 
.
.
.
.
 

9

.

t

.

I

，

．

ゞ

｀

ド

＄

．
．
．
 

:
 
.
.
.
 ,
.
A
•
,
9
1
A

』.
.

.

 

`

‘

 

・

い

r

.

`

.

3
・ヽ
．` 

;
9
.
(
.
;
-
~
i
'
ツ

＼
，
疇
ト
ー
ー

會

，

＂

‘

9

.. 

{

r
凡
a

‘

、

在

/
•
9

ア

s
h

t

[

1

1

1

そ

｀

’

．

9

]

、

.

.

,

.

.

.

.

.

i

,

・

;

,

.

.

t

5

,

`

 

.

.
,
:
1
・
-
9
，
．
ゞ
‘
,
＇
↓
i

.. i

'

』

r

；

L

・

バ

月

ー

＞

h

．

が

＇

l

，

'

^

・

"

,

『

f

.

ぃ
•
,
.
"
へ
＂
ー
，
．
．
’
·
\
K
.

i
'

.

.

.

 

9
 

.

.

 0

9

.

 

.

.

b

&

`

 

．．． 

召

．

J

．

9

、
な
ら
喜
t
.
,
.
.
.
;

,

.

.

,

.

t

 

”
 .

.

.

 

-
•
曹
．
．

會
‘
-
,
.

.

 

ヽ

・

｀

t

：

[

9

、

;
•
、
.
.
.
9
.
“
9
.
'
・
・
ふ
．
．
．

ぃ

9

(

.

1

.

.

.

d

:

.

,

.
 

.

.

 
'
,
.
J
 

.

.

.

.

 
,

.

.

.

 

、

9

.

;

4

1

:

'

L

i

.

、

9

.

.

.

.

.

"

.

、

.. 
5
 
.. 

i

.

 

八

＂

，

く

、

‘

父

グ

を

．．．．． 

，
r
．
1
,
"
’
¥
 
.. 
,

J

:

7

9

'

べ

・

’

｝

＂

，

心

＇

＾

，

‘

`

．

忍

“

り

‘

t

,

.

.
 

―
心

5．
ぷ

ヽ

し

ん

9
y

•
9
・
』
．．
 
｀

ダ

鵞

ヽ

・

i
`

1

.

：

；

ー

．

3

.

.

、

t

,

‘

.

.

.

.

9

A

．
＇
、
＼
．

F

・

・

ぶ

｀

、

い

＞

q

|

、

・

r

'

.

.

,

9

4

、

、

£

i

七
-
f
`
r
、
.
J
‘
y
ヽ
←
‘
•

.. 

，9
,

ヽ

,

.

u

 

.
 

.. 

＇』
古

.

i

、

ペ

．
 
．
 

＇ 
.
'
[
 .
 

.
 
‘̀ 

{,t~ 

ベ

．

i

．．
 

.

.

5

3

f
t
.
 

＇

汲

・

と

ヽ

・

9

.

.

.

」
~
”
3
.
`

．．
 ...a{

J• 

．

．

．

．

．

 

．． 

ヽ

．
．
 
、．
ヽ

2.

へ
？

，
 

．
＇
：
し
や
•
}
l
"
·

.

.

 

9.‘、

・・＞＇

．． 

，
 

.

.

 

・
‘
.
 
1

,

 

ヽ
’

ー

、

.

ー
ヽ

、

9

.

，＇ 
,

9

.

 

．．．． 

，
ヽ
＇
9
．
9
9
.

`

9

 

.

.

 

‘

‘

'

9

9

.

,

 ヽ

.

.

 

9
 

＇ 

、

，

．

．

．

ヽ，
 

y
,
 .
 
.
 
,
 

ヽ

•
9
9

會
9
9
,

，ヽ．＇
）
・
い
，

,
¢
・
'
、

．

．

．

 

J
.
r
,
'
,
 

‘
ム

` ; 

,
r
 

．
と
．

7
0
.
 “. 

‘
、
).. 
・ご

.

.

、

9

9
 
.

.

 

I
 

.

.

 

r. 

!

4

.

.

.

L

r

I

い

噂

』

●

』

．

．

；

｀

’

.

9

’

・

,

 

.. 

，

ヽ

9

.

‘

・

{

:

?

r

.

j

f

.

.

.

‘

,

9

.

.

,

.

,

J

.

;

f

‘

i

 

ヽ
4
 

、
↑
i

、
＂

9‘
 ．．．
 

ヽ`
Y・

●↓
 ．
．
 

．． ̀‘,• ・・ 
．． 

．

＼

 

．
 

．
 
~
~
、

A 
］＇ 

．．
 

，
 
．．． 

●
,
'
J
 '

,

.

'

,

9

4

,

 

9..'9-'•9 

ヽ

，

＜

｀

A

.

i

,

'

,

.

‘

ヽ

、

i

．

厖

r

"

，

｀

＼

ヽ

'

.

C

'

[

,

1

.

贔

i

1
1

9
 
.. 4、..

＇ 

.9. 

-

`

.

.

,

t

,

.

'

,

 

I
 .. 

,

9

i

,

'

.

9

 

・

ー

ば

．

，

＂

．

4

9

．

も

＇

．

，

9

,

'

,

i

:

]

4

卜

し

．

、

．

，

｀

，

ヽ

‘

`

'

,

'

.

.

.

.

ャ

E

ク

．

，

’

ナ

，

．

．

ウ

じ

□`、
"

』

:

i

'

わ

り

．

9

]

ぷ

ー

↑

．

心

]

，

；

｀

彗

ー

！

ヤ

ヽ

＇

＼

氾

惰

§

'

ぐ

、

じ

・

1
ー

・

t

”

t

た

ぶ

ら

，

>
t‘
'

,

¥

9

・

・

i

f

"

'

.

9

-

、

9

-

'

-

.

9

,

.

ヽ
f
9
9
,
5
9

.. '

.

"

}

'

｀

と

，

，

9

，

.

9

.

`

、

.

‘

i

,

'

.

t

,

l

[

'

'

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
'
’
•
1
,
、
•
、
9
.
t
．
＾
ー
｀
•
9
.
.
.
‘
!

，
．
＼
•
[
ヽ

．．．． 

'ヽ

.

.

.
、
'
ぐ
｀
｀
‘
l
、

P
i

｀

し

、

し

，

炉

｀

r

．

“

9.9.， 
．

．

 

ヽ

，

刃

{

f

t

i

．

社

・

，

．

ヽ

9
]
i
1
r
~
£
`
’
，
ヽ
ぃ
．
｀
9
，
i
,
‘
:
`
p
.
:
`
\

.

.

 

‘

i

,

I

.

.

.

'

・

い

9

,

9

,

¥

「

1

9

’

．

ゞ

r

：

`

.. 

i

ベ

ベ

＂

，

,

;

’

T

ノ

．

メ

、

ノ

，

｀

＼

，

｀

＼

｀

ヽ

‘

ハ

5
.

f
;
.. ‘
し

．

～

＇

，

，

↑

、

,

．

ノ

，

／

―

-

冗

＼

卜

9

，

し

い

↓

｀

t

l

,

<

:

‘

r

.

J

‘

‘

.

ッ

i

,

'

ヽ

，

．

．

．

ふ

．

＇

、

9

[

i

し

J

'

‘

`

‘

c

,

J

.

.

.

‘

‘

ン

，

5

し

．

§

・

ヘ

文

．

，

9

.

.

r

,

/

r

,

‘

‘

.

,

"

,

 

.. 
、
5
,
、
’
、
9
1

.

.

 

、

.

.

.

 

9

，

・

ピ

．．
 

、
9
T
-
,
.
,
9
`
,
、
.
'
,
‘

,
.
,
.
]
ゲ
，

．． 

，
＇
9
．
t
.
4
，
ヽ
．
—
r
｀
ぐ
＂
r

.

.

.

,

‘

.

"

.

：

ヽ

＇

へ

L

ゞ

、
J
．
し
、

．

．

．

 「

｀

ヽ

9

,

.

．＂ 

,.../['...,'• 

、
9
,
'

.

f

・

,

 .

.

.

 

1

,

 9
 
.
 

.
 
9

,

9

’

A

・

・

1

い

'

,

.

‘

9

9

,
'
4
 

-

.. r
,
.
,
'
,
 

ー
ツ
9
,
'
-
‘
,
-
;.. 

•
‘
，
し
t
f
,
t
·
?
.
I

1

,

.

9

ゞ

．

．

．

3

，

.

,
‘, 

f
'
i
,
"
9
 .. ̂

i
い
J
‘

?
,
.
 

~
 
．．
 

‘

、

r

.

~
9
ャ
’
.
'
`

ヽ
ら
．

S
、
，． ＇ 

.. 
'-

＇ 

i
 

9

,

 ’，● 
,• ,
"
.
,
 

'‘
 ,",'‘ 
9
 .. 

ヽ9, 

"•I 

9
,
 

、.
1
,
'

9

,

'

 

9
r
.
-
’
 

＇ ヽ
．

,1 
ャヽI
J
 

・, ; 

-

.

 

~
ー

a

、
．． 
i
.
 

・、
,i・，
 

’
 

臼．一ぷ
各4
 

ー

9
,
'
>
1
 

'r 

ー，
 

し
‘
ゞ
f
'
.
^
"

●

會

，

9

[

 

，
ヽ
．
1
,
．
＇
・

,

`

`

 

.

'

b

 

t
 .. 
、-
,
.
v
.
,
I
 ・ヽ

‘ゞ
＼
 

｀

．

＼

 

.

`

,

.

 

·'• 

f
.
dJ
1
,
"
’
；
ょ

．．
 

`
;
,
‘
,
5
]

i
i
.,"'r 

‘・ 

9. 

＼
 

・' 

.~ 

9

、

9
,
"
ー
，
し
，
＇
9
，

‘‘
 

．．
 
．．．． 
，

一

（

9

`
r
}
 

.

.

 ]
 

¢
 

．

ヽ

．

.

.

.

 

,

.

J

6

 

J
・
，
．
t
．
ヽ
＇
へ
7
.
`

｀
 
．． 

’
・
・
9
 

:'.',.~ 

•1~9.“~ ‘̀‘ 
p

^

.

》

,
r
.
i
・
・
ノ
ー
｀
，

3J

‘
ヽ
‘
:
`
i

．．
 

~
ー
、

`

」

、

^

T

/

‘

,

.

-

'

ヘ

・、

疇．

．

．

 

一

'

「

'

・

~<;··9, 

~
•
:
'
~
q
q
、

9•9 

~
,
いF
·
~
;
9
,
.
,

し

い

、

g

.

.

L

`

"

t

;

.

 

1

.

 

~9b· 

9

・

・

’

 

，
 

ヽ

3. 

.
,
 

、

'

.

/

f'‘
 

・

し

・
．』

~. 

~‘̀  9\• 
.

.

 
~
 

.

r

.

 

ヽ.

、

•‘~ 

.. 
'" ，． 
9,  9 

• 9,i -’ 
'*'9.  

.,1 

し‘
 

F

、
ヽ

ゞ

＼

•‘ 
f. 

．． 

r
i
 

．`
 ぐ.. 

'
・
,
`
咤
ぃ

-}ー・

疇

f

~9, 
，
 

.~>' 

A
E
`
 

9

≫

 

i
 

9
,
1
り

．ヽ，`
・~. 
9
.
 

しj. 

‘
 
.
 

.
 ‘・̀
 

ー
＼
 

＇` 

'‘ 
~
 

．
 

．

．

．

 

・ヽ

1

．

｀

 
．．
 

，
．
、
＇
．

,. 

ヽ~．

~' ． 

、,
.
9

豆＼‘`

．
~
．
．
、
．
~,
 

~
 

．． 

．
．
 

;
 .

.

.

 

,
9
、
i

す
』
し
・
t
“
~

.i 

.. 、
~
J
,

、
•
~
`,~• 

,
.
J9
.
,
'●
肩
•
r
:

·̀,•~ 

．

．

 

ょ．

’

●

,

'

9

.

 

．
 

，

．

｀

し

．

｀

.. 
I
‘
,
 

r ヽ

I' 

,

・

 

1,• 
ヽ
ヘ
．

9

,

 

•
1
9
;
9
‘
人
，
3
‘
5
;

,

'

a

`

J

 

，

ヽ

し

f

,

.

'

.

i

'

ィ

i

‘

¥

.

.

’

ヽ

9
.
,
9
し
；
』
＇
’

,•9,9,“9.9, 
•
9

、

v
.

,’•’ 
9

,

.

 

,
.
,
、
9
.
‘
‘

‘“.~·;· 

．

．

 

9, ｀

ヽ

．

I

鼻

．

．

 

一

．

｀

、

‘

―

-

.

,

.

t

,

t

`

,

 

.
i

.

“

9

.

,

 

．．
 

、ヽ

，
 

ー

．

．

、

い

ー

ヘ

、

•".̀ .',{•‘,. 
―

_

¥

`

 

-
`
.
,
.
J
]
 .. 

9

,

t
 

.. 

"

.

,

'

い

・

`

.

.

、

,『．
9
 
.
.
 

.
^
 

.
9
 

じ・-f‘ 、.

p

.

 

、
.

9
 
.. 

，
 

｀
 

人
．
＇

•
9

、
•
,
~
'
,
.
,

ヽ
i
,
3
ぺ
｀

ヽ
'
~
J
~

.

.

 

,

i

Liー

‘
f
£
,
 
，
 
~
•
『

9
,
'
~
•

＇` 

・
~

．

＇

，

 

i・

,
”
`
.
9
4
,
.
、
べ
．
5
，
•
9

ー

、

，

＇

|

i

,

.

≫

 

●
り
~

•9 

ー

＼

・

ヽ

A

9

.

~'̀  
ゎ

A

,

.

,

.

a

.

•\~’ 

‘
~
、
.
~

，
 .

‘

‘

 

.

.
 -

b
9
1
.
 

~` .~ 

．． 

., 
9 ~. 9 
．，  
’i  ．， 

ヽ',， 
＂ ~ょ 9

,
9
 

,̀ 

.̀
‘,9 

9

ふ

，

ゎ
｀
い

＼
．
 

・
'
忍
．

f
・
'
.
心
5".. 、バ[‘

・
ー
．
‘
t
f
、
J.. 

、

，
 

、勺

．．． 

ぶ

，

J

9

,

.

.
 

9

●

‘

.

9

"

 

9, 

,

'

[

'

’

 

t
k

ヽ
｀
し
9
9
~
、

·
’
~
ー
・
4
,
'
,
.
、
ヤ
~
，
．

;9,~•~? 

、

.

‘

•9~.‘·-.. 
9
f
い
・
9
,
9
、
‘
·
~
\

t
治
；

E
：
9
.

~
ー
、
f
,
.
,
~
←、
~
•
,
.

¥

、
r

`

 

.
,
9
9
‘
9
.
 

"•~, 
•~,r 

.

.
 ;
 

•9;' •‘ 
9
』

‘
r
,
 

・
,1r
J• 

，

．

『

~9. 
・ヽ
．
~
＂
ー
」
、
＇
~
ヽ
．

・
、
＇
~
~

•
し

・
ノ
．

.~ 
.
.
.
 

．
 
.~ 

`

9

,

 .
 

.
 ¥
 

ト、

▼̀
 ,' 

,~ 

．．
 .. 
~
 

ー
・

J
↓
f
・
 

し
l
.. 4
t
'A 

.
≫
“
彎
｀

a
 

m";9'5,'. 

．

｀

｀

し

r

、"-

ー、

.

.
 

‘.,.ヤ

籍．

9・

.' 
J
.
 

ゎ

り

.

.

.
 

,. i.: 

、
・

＼
 

：
今
＇

3
 

.
J
'
[
 

？ヘ
・グ

ぃ
．
，
．
ヽ‘,
"
 

•~ ．
，

＇

 

9

、
，
 

.
‘
.
、
・
・
ヽ

.

r

.

 

,
.
9
t
 

.. 

••9..,. 

9
・
 

．
 
.” ・9 

.. 

•
し
・
，
9

．．
 

ヽ

‘‘ 

.
i

~

A

 
‘
 
、
9
、

．
ヽ
・
'
)

．
、
．

~
 

．
 
．
 

’
 

‘、

9. 


